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第五次南風原町総合計画評価検証一覧表

まちづくり

目標
節 施策の展開 施策の展開に紐付く細事業 担当課

KPI

【Do】事業の実績・取組状況

【Check】評価・取組の検証
【Action】

KPI・取組についての課題及び今後の取組指標名
参考値

（R2）

最新値

（R5）

目標値

（R8）

集計用

達成度
評価 取組の検証

１

み
ん
な
で
考
え
、
み
ん
な
で
創
る
わ
く
わ
く
す
る
ま
ち
（自
治
・
協
働
）

１
節

情
報
の
共
有
で
ひ
ら
か
れ
た
ま
ち

（1）町民と行政との

情報共有の強化

①広報はえばるや議会だより等の広

報誌の配付については、地域住民と

のつながりの観点から各字・自治会

からの全戸配付に向けた取組を継続

します。また町民をはじめ多くに方が

入手できるよう、公共施設の窓口や

展示の場などにおける配布・入手機

会の充実を図ります。

議会事務局・総

務課・企画財政

課

町の広報活動に

関する満足度

65% - 81％ - ①・「議会だより」の配布は、各字・自治会に委託し、全戸配

布及び早期配布に努めています。また町内商業施設等（コ

ンビニ、銀行、病院等）にも「議会だより」を配置すること

で、より多くの町民への情報共有に努めています。

・広報誌の配布は各字・自治体に委託し、全戸配布に努め

ています。また、商業施設等に配置することで入手機会の

充実を図っています。

①順調に進行 ①・「議会だより」により町民に議会で

の活動内容を迅速に伝え、町議会、行

政に対して興味関心を持っていただけ

るよう努めました。

・広報誌が行き渡っていない世帯もあ

り、当事者より連絡があった際に各字・

自治体へ対応依頼をしています。

①・引き続き「議会だより」の全戸配布に努

めるとともに、様々な議会情報を分かりや

すく、速やかに発信できるよう努めます。

・広報誌の全戸配布など、町の情報を全町

民に共有できる環境に努めます。

②町の情報発信については、ホーム

ページの情報の充実を図るとともに、

新たな情報発信のあり方について町

民参加型の幅広い検討を行い、実施

に向けた取組に努めます。また、情報

の入手に困難を抱える人でも行政情

報が得られるよう、点字や声の広報

など、様々な媒体を活用します。

②・町の公式ＬＩＮＥを活用し、ホームページと並行して情報

発信を行いました。また、町の広報は音訳サークルたんぽ

ぽによって、音訳・録音され、視覚障がい者宅に届けてい

ます。

・ホームページについては、更なる充実を図るためリニュー

アル作業を進めています。

・町で策定している計画関係について、住民等が自由に取

得し加工できるようオープンデータ化を推進しました。

②一部進行 ②・ホームページのリニューアルを進め

ていましたが、調整に時間がかかり令

和５年度内で終えることができません

でした。

・新規で策定した計画等をホームペー

ジに掲載する際は、可能な限りオープ

ンデータとして活用できるよう各課に

周知し、掲載することができました。

②・ホームページのリニューアルについて、

他部署と連携を図りながら、住民にとって

利用しやすいホームページになるよう取り

組みます。

・すべての人に町の情報が伝わるよう、今

後も情報発信の充実に努めます。

(2)町民ニーズを

把握するための広

聴制度の充実

①行政懇談会や議会報告会等につい

ては、開催場所や開催方法など創意

工夫するとともに、インターネット配

信を取り入れるなど効果的な運営に

努めます。

企画財政課・議

会事務局・総務

課・保健福祉課

議会報告会平均

参加者数

書面開催 30人 80人 37.5％ ①・議会報告会について、新型コロナウイルス感染症の影

響で、令和２年度から令和４年度まではホームページ上で

の書面開催でしたが、令和５年度に４年振りに開催するこ

とができました。

・行政懇談会について、令和４年度は東新川、５年度は宮平

ハイツで開催し、東新川は 17人、宮平ハイツは 19人の参

加がありました。懇談会では様々な要望等について意見交

換し、町民ニーズの把握に努めました。

①順調に進行 ①・議会報告会は継続的な事業展開に

より、町民の認知度が高まっていると

考えています。議会活動や議会内で話

し合われた議題は町民の生活に直結し

ており、町民の知る権利に答えていく

責務があることから、町民ニーズは高

いと考えています。

・行政懇談会の実施により町民ニーズ

を把握することができました。

①・議会報告会は町民が直接参加できる場

となっているため、より参加しやすく、意見

を出しやすい開催方法等について随時検

討を行います。

・行政懇談会については、開催を要望する

字と参加者が少ないため、より多くの町民

が参加してもらえるような取り組みを検討

します。

②各種委員会やパブリックコメント制

度、町政提案箱などを活用して、誰も

が意見を言える町民参加の仕組みづ

くりの充実を図ります。

行政懇談会等へ

の参加人数

（未実施） 19人 200人 9.5％ ②・まちメールを活用し、庁舎内に設置している町政提案

箱やインターネット経由で届いたご意見・ご要望について

集約し、各担当部署で早期対応に務めました。また、より意

見しやすい環境づくりのため、町公式ＬＩＮＥから直接意見

提案できるよう設定しました。

・令和５年度「第 10次南風原町高齢者保健福祉計画」及び

「第６次南風原町障がい者計画・南風原町第７期障がい福

祉計画・第３期障がい児福祉計画」の策定の際、パブリック

コメントを実施し広く町民の意見を募集しました。

・各種委員会に公募委員を募集したり、計画策定において

パブリックコメント制度を活用し情報共有を図るとともに

町民参加の充実を図りました。

①順調に進行 ②・町民からのご意見・ご要望に対し、

改善に努めることができました。

・両計画ともパブリックコメントを実施

し、障がい者計画等には意見が寄せら

れ、町ホームページで公表を行いまし

た。

・パブリックコメント制度を活用し、広く

意見を募集し、町民参加による仕組み

づくりを図ることができました。

②・公民館やちむぐくる館にも町政提案箱

を設置するなど広く町民の意見を取り入

れ、町民参画の仕組みづくりに努めます。

・今後も計画等策定の際は、引き続きパブ

リックコメントを実施し、広く町民から意見

を拝聴したい。

・公募委員への応募やパブリックコメントに

提案する人が少ないため、幅広い町民から

の意見を募集するための手法について検

討します。

（３）情報化の推進 ①SNSの進展に対応した携帯端末向

けサービスなど、情報発信の充実を

図ります。

総務課・企画財

政課・住民環境

課・税務課・会計

課・産業振興課・

保健福祉課・ま

ちづくり振興課・

都市整備課

- - - - - ①・町公式ＬＩＮＥを活用し、情報発信に取り組みました。

・マイナンバーカード利用方法のYouTube配信など情報

発信を行いました。

・住宅リフォーム募集の周知活動や、南風原町交通基本計

画のパブリックコメント等を実施した際に、町公式ＬＩＮＥを

活用して周知を行いました。

・黄金森公園屋内運動施設基本計画住民説明会の開催に

ついて、町公式ＬＩＮＥを活用して周知を行いました。

・はえるんのＳＮＳを活用し、イベントの告知や観光情報を

発信しました。

①順調に進行 ①・防災や検診等、町民に必要な情報

発信に取り組むことはできましたが、

町公式ＬＩＮＥ登録者数が令和６年３月

末現在で、3,579 件となっており、登

録件数を増やす取り組みが必要となっ

ています。

・住宅リフォームと南風原町交通基本

計画において町の公式ＬＩＮＥで募集の

周知活動を行うことができました。

・黄金森公園屋内運動施設基本計画住

民説明会の開催について、町公式ＬＩＮ

Ｅで周知活動を行うことができました。

・ＳＮＳを活用することで、新鮮な情報

を発信することができました。

①・引き続き利用者へ町公式ＬＩＮＥを活用

した情報発信を行うとともに、ＬＩＮＥ登録

者を増やす取り組みも進めていきます。

・今後も町民目線で様々な情報をわかりや

すく発信して住民サービスの充実を図る。

・住宅リフォームの募集活動を実施するこ

とができたが、計画等の周知、啓蒙活動が

あまりできていないので、ＳＮＳ等を活用し

て町民に周知していく必要があります。

・引き続き、ＳＮＳ等を活用し町民への周知

に取り組みます。

②自治体 DX を推進し、行政手続等

の利便性の向上、電子申請の充実及

びマイナンバーカードの普及を図りま

す。

②・マイナンバーカードを使用した罹災証明申請手続きの

電子化に取り組みました。

・転出（転居）電子申請令和４：47 件 令和５：130 件 パ

スポート電子申請令和５：18件実施しました。

・家屋滅失届についてオンラインによる届出が出来るよう

取り組みました。

・高齢者対象の「ちゃーがんじゅう元気プロジェクト」、ペア

レントプログラムの申込みについてＬｏｇｏフォームで行え

るようにしました。

・令和５年度より障がい福祉の窓口申請を電子で行えるよ

うＤＸ班と連携し検討を進めています。

・道路占用、法定外公共物及び道路施行承認の申請につい

て、電子申請出来る環境を整備しました。

①順調に進行 ②・マイナンバーカード所有者の利便性

向上につなげることができました。

・制度改正に伴い転出（転居）やパスポ

ート申請が電子できるようになりまし

た。

・Ｌｏｇｏフォームによりオンライン申請

が出来る環境を整備し、行政手続の利

便性向上を図りました。

・当課への来庁者は高齢者や障がい者

が多いため、デジタルデバイドも考慮し

ながら町民利便性向上に取り組んでい

ます。

・申請に係る手続きを電子申請で行え

②・今後も行政手続きのオンライン化に取

り組んでいきます。

・各種手続の電子化を進めつつ、スマートフ

ォンやパソコン等を持っていない方の利便

性向上も合わせて検討することが課題とな

っています。

・オンライン申請の認知度が今後の課題で

あるため、町の広報誌等により周知を図っ

ていきます。

・他自治体や先進事例について調査・研究

し、申請者が来庁せずに手続できる環境づ

くりに努めていきます。

資料４
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まちづくり

目標
節 施策の展開 施策の展開に紐付く細事業 担当課

KPI

【Do】事業の実績・取組状況

【Check】評価・取組の検証
【Action】

KPI・取組についての課題及び今後の取組指標名
参考値

（R2）

最新値

（R5）

目標値

（R8）

集計用

達成度
評価 取組の検証

・マイナポータル、Ｌｏｇｏフォームを活用した、行政手続き等

のオンライン申請に取り組みました。

るよう、さらなる取り組みが必要とな

っています。

・マイナポータル 27手続きを始め、Ｌｏ

ｇｏフォームの申請フォーム数も前年度

から大幅に件数を増やすことができま

した。

③公文書の電子化やオープンデータ

の充実を図り、様々な媒体による情

報公開を図ります。

③・地域防災計画のオープンデータ化に取り組みました。

・令和５年度第３次南風原町一般廃棄物処理基本計画のオ

ープンデータによる情報公開を実施しました。

・公金等振込状況を各事業所向けに町ホームページにて閲

覧可能としています。(各事業所はＩＤとパスワードを入力

することによって閲覧可能となっています)

・地域・年齢別人口など９つのデータをオープンデータとし

て町ホームページに掲載しました。

また、各種計画等においてもオープンデータ形式での公開

に取り組みました。

①順調に進行 ③・地域防災計画のオープンデータ化

に取り組みました。

・令和５年度第３次南風原町一般廃棄

物処理基本計画のオープンデータを町

ホームページで公開しました。

・公金等振込状況を各事業所向けに町

ホームページにて公開することにより、

町からの支払内容及び振込日等、町と

取引を行う事業所にとって必要な情報

の提供を行っています。

・町が保有するデータや各種計画等を

オープンデータとして公開しましたが、

公開レベル（５スターオープンデータ）

の第１～第２段階のデータもあったた

め、今後は第３段階のフォーマットでデ

ータ公開に取り組みます。

③･今後も町民が必要な情報を様々な媒体

を通して発信に努めていきます。

・今後策定予定の各種計画にオープンデー

タを取り入れた情報公開を実施できるよう

取り組みます。

・今後も、公金等振込状況を各事業所向け

に町ホームページにて公開することによっ

て、町からの支払内容及び振込日等、町と

取引を行う事業所にとって必要な情報を

提供していきます。また、各種周知方法を

駆使し、このようなシステムがあるというこ

とを広く周知していきます。

・各種手続の電子化を進めつつ、スマートフ

ォンやパソコン等を持っていない方の利便

性向上も合わせて検討する必要がありま

す。

・町が保有するデータをオープンデータす

る場合については、可能な限り公開レベル

第３段階で公開できるよう取り組みます。

④電子申請やマイナンバーカード等

の情報セキュリティ対策の強化を図り

ます。

④・転出（転居）電子申請やパスポート電子申請を実施し各

種電子申請の充実を図りました。

・住民情報システムや情報提供ネットワークの利用による

円滑な業務の遂行及び、住民情報の適切な管理を行う為、

情報セキュリティの強化に努めました。

④・各種電子申請の充実、マイナンバー

カード等の情報セキュリティ対策の強

化を図りました。

・情報セキュリティの強化や住民情報の

適切な管理を行うことで、安定した業

務の実施につながっています。

④・今後も拡大されていく様々な各種電子

申請の充実を図り、併せてマイナンバーカ

ード等の情報セキュリティ対策も図ってい

きます。

・引き続き町民サービスの向上に努めると

ともに、情報システムの新たな脅威に対応

するため、情報セキュリティの強化に取り

組みます。

⑤住民活動や地域活動の情報化に向

けた支援を図ります。

⑤・ニーズの把握ができていないため実施なし ③未実施（検討

中、業務無し

等）

⑤・住民活動や地域活動の情報化のニ

ーズを把握できていないため、支援で

きていません。

⑤・町民ニーズの把握を行い必要に応じて

支援を行います。

２
節

自
ら
考
え
、
行
動
し
、
み
ん
な
で
創
る
ま
ち

（1）住民自治の確

立に向けた学びの

場の充実と支援

①住民自治を学ぶまちづくり講演会

や出前講座、学習会の開催を推進し

ます。

企画財政課・総

務課・生涯学習

文化課

まちづくり学習

会等の開催数

43回 3回 55回 5.5％ ①・南風原高校の３年生を対象に、８つのテーマ（１事業は

東部消防）で出前講座を行いました。

①順調に進行 ①・毎年継続して南風原高校へ出前講

座を行うことができています。

①・各課の出前講座の内容が難しく、聞く

だけだと興味を持つことができないため、

講座の内容をクイズ形式にするなど、生徒

も参加できるような内容に修正依頼しなが

ら取り組んでいきます。

②各字・自治会、各種団体が主体的に

行う学習会等の活動へ支援を行いま

す。

②・各字・自治会や児童館、学童クラブ等と連携して、防災

訓練等の支援を行いました。

・他団体が実施する地域活性化助成事業を活用し、２団体

が手上げ方式により助成を受け事業を実施しました。

・中央公民館において各字自治会が行う舞踊や料理教室

等の出前講座へ講師を派遣して活動を支援しました。

①順調に進行 ②・防災訓練等に向けて事前に調整を

行い、スムーズな実施に寄与すること

ができました。また訓練を通して、避難

方法等の課題について地域と共有する

ことができました。

・手上げ方式の手法により、事業募集を

周知し支援することができました。

・中央公民館において各字自治会が行

う舞踊や料理教室等の出前講座へ講師

を派遣して活動を支援することができ

ました。

②・各字・自治会において、定期的に様々な

防災訓練が実施できるような支援を行っ

ていきます。

・引き続き他団体が実施する助成金を活用

した活動支援を行うとともに、町独自の支

援についても調査研究を行います。

・区長会や町公民館連絡協議会において周

知を図り、更なる活用と支援に向けて取り

組んでいきます。

③各種団体が行う、各分野（テーマ

別）の活動実態の把握に努め、団体間

の連携・関係づくりに向けた支援を行

います。

③・女性団体交流会を実施し、町内の各種女性関係団体の

活動状況及び課題等を共有し、女性団体協議会設置に向

けた連携支援を行いました。

・社会教育委員会議による「各種団体情報交換会」を行い、

各種団体の活動状況の把握に努め、行事等を通じて連携

して関係づくりを行いました。

②一部進行 ③各女性団体の抱える課題等が多く、

すぐには女性団体協議会設置には至ら

ないもの、各女性関係団体の情報交換

及び関係づくりを支援することができ

ました。

・令和６年１月に行った「ふるさと発見

ウォーク」において、町観光協会・町女

性会等と役割を分担して事業を行い、

連携して関係づくりを図ることができ

ました。

③・これからも各分野のテーマにおいて各

団体の課題等を把握し、情報交換や交流活

動が活発化できるよう支援します。

・参加する団体を増やす事が課題であり、

情報交換会等を通じて各種団体との関係

構築を図っていきます。

（2）住民自治の担

い手の発掘・育成

①各字・自治会をはじめとする各種団

体組織と連携し、住民自治の担い手

の発掘と育成を図ります。また自治会

未加入者をはじめ、これまで地域活

生涯学習文化課 - - - - - ①・社会教育委員による各字自治会訪問において、情報交

換や他自治会の情報提供等を行う事により、行事等を通じ

た取組による各自治会の担い手の発掘と育成につなげま

した。

③未実施（検討

中、業務無し

等）

①・年間５自治会を訪問していますが、

各自治会においては社会情勢の変化に

より行事内容を見直す等の工夫を凝ら

しています。

①・各字自治会における社会教育団体等の

活性化が課題であり、今後も人材の発掘と

育成に向けて自治会訪問の実施に努めて

いきます。
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まちづくり

目標
節 施策の展開 施策の展開に紐付く細事業 担当課

KPI

【Do】事業の実績・取組状況

【Check】評価・取組の検証
【Action】

KPI・取組についての課題及び今後の取組指標名
参考値

（R2）

最新値

（R5）

目標値

（R8）

集計用

達成度
評価 取組の検証

動等へ参加したことがない方につい

ても、積極的に住民自治に関われる

よう人材の発掘と育成を図ります。

②子どもの頃から住民自治が身近に

感じられるような活動の手法につい

て検討します。

②・町子ども会やジュニアリーダーが行う行事や研修等の

中で活動について検討しました。

③未実施（検討

中、業務無し

等）

②・地域ボランティア活動等の参画に

より活動は行いましたが、町子ども会

などの組織の活動が停滞気味であり、

範囲が限定的となっています。

②・今後も町子ども会やジュニアリーダー

の活動を通じて取り組むと共に、町子ども

会などの組織活動活性化にも努めていき

ます。

（３）多様な人材の

積極的活用

①既存事業や関連事業の枠組みを活

用し、適材適所での積極的な活用を

推進します。

企画財政課・生

涯学習文化課

人材バンク等登

録者数（学校応

援隊はえばるボ

ランティア登録

者数）

2,266人 1,362人 2,700人 50.4％ ①・「はえばる大学」において、多様な人材を講師として活

用することができました。

①順調に進行 ①・はえばる大学において、町職員や町

社協職員を交通部門及び福祉部門に

おいて活用することができました。

①・「はえばる大学」における内容等が課題

となりますが、行政視点とならないよう講

師の確保等に取り組んでいきます。

②町内の豊富な経験や知識を有する

多様な人材については、人材バンク

等の充実を図り、新たな活用の場の

可能性を調査研究し、適材適所での

活用を図ります。

②・「地域学校協働活動推進事業」で住民の方にボランティ

アで協力をいただき、個人の経験や知識を活かすことがで

きました。

令和４年度実績：延べ人数1,281 人

令和５年度実績：延べ人数1,362人

①順調に進行 ②・各学校からの要望に応じて人材を

派遣することができました。

②・「地域学校協働活動推進事業」はボラン

ティアとなっているため、人材の確保が課

題となっています。今後の取り組みとして、

やりがいを感じて続けてもらえるよう学校

と工夫しながら取り組んでいきます。

③男女共同参画推進会議委員等と連

携し、政策・意思決定過程における女

性の参画を推進します。

各種審議会等の

女性登用率

32% 35% 50% 70％ ③・男女共同参画週間等を活用して女性の参画について

周知を図りました。各種審議会や委員会等の委員への女性

登用に努めました。また、男女共同参画推進会議を開催

し、まじゅんプラン（男女共同参画計画）の進捗状況につい

て委員と意見交換を行いました。

①順調に進行 ③・まじゅんプラン（男女共同参画計

画）の進捗状況について、委員から意

見を聞くことができました。

③・引き続きまじゅんプラン（男女共同参画

計画）の周知を図り、女性が参画しやすい

環境づくりを構築します。

（4）自治会加入の

促進

①自治会活動や自治会が取り組む加

入促進のための施策づくりを支援す

るため、区長・自治会長と連携を図っ

ていきます。また、転入時における働

きかけなど、自治会に加入しやすい

環境をつくります。

総務課 - - - - - ①・月２回開催している区長会において、各自治会の課題

を共有し、意見交換を行うことで課題解決を図りました。

また住民環境課の窓口で転入者に対し、自治会加入促進

のパンフレットの配布を行い、自治会のことを知ってもら

うことで加入しやすい環境作りに努めました。

①順調に進行 ①・各自治会への加入促進をさらに促

していくため、新たな取り組みが必要

となっています。

①・自治会加入促進の取り組みについて、

他自治体の事例等も参考にしながら、今後

も継続して取り組んでいきます。

②自治会加入促進の施策づくりに向

けて、町内の自治会活動の実態と動

向について調査研究し、加入促進に

関する情報共有や町民へ自治会の取

組について紹介するなど、自治会加

入率向上を支援します。

②・各自治会の紹介ページを町ホームページに掲載し、各

自治会の情報発信を行いました。また同ページに自治会加

入促進のパンフレットを掲載することで、加入促進を促し

ました。

②一部進行 ②・自治会加入率については、年々減

少傾向にあるため取り組みの検証が必

要となっています。

②・自治会加入率を向上させる新たな取り

組みについて調査・研究を行っていきま

す。

（5）協働のまちづ

くりの実践

①町内における協働のまちづくりの

現状を調査し、その活動内容や意義

について情報共有を図るための取組

を推進します。

企画財政課・産

業振興課・保健

福祉課・まちづく

り振興課・生涯

学習文化課

地域に愛着を感

じる町民の割合

82% - 85.1% - ①・各種計画策定において、説明会、アンケート調査、パブ

リックコメント等を実施し、広く町民の意見を聴取しまし

た。

②一部進行 ①・説明会、アンケート調査、パブリック

コメント等の実施により町民がまちづ

くりに参画する機会を提供できまし

た。

①・今後も町の重要な計画等を策定する際

は、説明会、アンケート調査、パブリックコ

メント等の実施により町民がまちづくりに

参画する機会を提供していく。

②様々な形で町政に関する活動に携

わっている関係者等で構成する「協働

のまちづくり推進組織」の必要性も検

討し、更なる参画・協働のまちづくり

を推進すます。また、子どもたちや若

者がまちづくりに参加しやすい環境

づくりに努めます。

②・各種計画策定において、説明会、アンケート調査、パブ

リックコメント等を実施し、広く町民の意見を聴取しまし

た。

②一部進行 ②・説明会、アンケート調査、パブリック

コメント等の実施により町民がまちづ

くりに参画する機会を提供できまし

た。

②協働のまちづくり推進組織については、

先進事例の調査をおこなうとともに、町に

あった協働のまちづくりを推進します。

③はえばる大学、出前講座等を通じ

て、自ら考え行動する住民を育成しま

す。

手上げ方式によ

る事業実施団体

数

延べ2件 4 延べ 10件

（年2件）

40％ ③・はえばる大学では、第５次南風原町総合計画の説明を

行いました。また出前講座においては、南風原高校で３年

生を対象に令和４･５年合わせて 12 講座（同講座抜き）を

行い、協働のまちづくりの推進に取り組みました。

・令和４年度：南風原高校への出前講座「障がいってなんだ

ろう」を実施し講師に同校卒業生で聴覚障がいを持った方

に実体験を含めた講座を実施していただきました。また町

内３小学校にて４年生を対象に認知症サポーター養成講座

を実施しています。令和５年度：在宅医療・介護連携事業の

中で住民向け救急搬送等に関する講座を開催しました。

・はえばる大学の講師として都市マスタープランの説明と

南風原町交通基本計画の説明を実施しました。また、神里

地区と南風原高校において都市マスタープランの出前講

座を実施しています。

・はえばる大学運営事業で南風原町の歴史や文化・まちづ

くりについて、町内巡りや関連する方からの講話により学

習を行いました。

令和４年度：１９名参加、令和５年度９名参加

①順調に進行 ③・「はえばる大学」「出前講座」ともに

各課と調整し実施することができまし

た。

・学校等からの依頼により各種講座に

対応できました。小学校では職員が講

座の中で認知症の劇を行い、分かりや

すく伝えていただいています。

・はえばる大学や出前講座を活用して、

町民に対して事業内容の説明をするこ

とができており、町民が自ら考え行動

できるように環境の整備を行っていま

す。

・はえばる大学のテーマはその年ごと

に違いますが、講座を通して住民の意

識向上につながっています。

③・「はえばる大学」の講座は、「総合計画」

や「まちづくり基本条例」の内容となってお

り、理解するのが難しいため、そのまま説

明するのではなく少しかみ砕いて分かりや

すく講義できるよう取り組みます。「出前講

座」についても、対象が高校生であるため、

講座を行う担当課と調整し、生徒が参加し

やすいような内容で説明してもらえるよう

努めていきます。

・少子高齢化や核家族化が進展し、福祉の

抱える課題もより複雑化しています。認知

症、成年後見制度、介護予防、介護職不足、

障がい者の親なき後や、医療的ケア児の増

加など、町民に周知すべき課題が多い中

で、周知方法等やマンパワー不足が課題と

なっています。

・今後もまちづくり振興課の業務を、はえ

ばる大学や出前講座で提供できるような

体制を整え、町民と協働のまちづくりを進

めていけるよう努めます。

・毎年のテーマで受講者数に違いが出るこ

とが課題となっているため、町広報やホー

ムページなどを利用するなど、広報の方法
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まちづくり

目標
節 施策の展開 施策の展開に紐付く細事業 担当課

KPI

【Do】事業の実績・取組状況

【Check】評価・取組の検証
【Action】

KPI・取組についての課題及び今後の取組指標名
参考値

（R2）

最新値

（R5）

目標値

（R8）

集計用

達成度
評価 取組の検証

等についても検討していきます。

２

き
ら
き
ら
と
輝
く
人
が
育
つ
ま
ち
（
教
育
・文
化
）

１
節

安
ら
ぎ
と
豊
か
な
人
間
関
係
、
生
き
る
力
を
育
む
、
家
庭
教
育

（1）家庭教育の重

要性の周知

①子どもの基本的な生活習慣、基本

的倫理観、自立心を身につける上で

重要な役割を担う家庭環境について

周知を図ります。

教育総務課・学

校教育課・生涯

学習文化課

家庭教育に関す

る講座数

３回 ７回 10回 70％ ①・「幼児の日常生活の質を高める家庭での取り組み」の

ポスターを作成し、幼稚園および保育所等へ配布を行い周

知を図りました。

・基本的倫理観の確立を図る観点から家庭教育講習会「ネ

ットいじめ・依存防止の解決のヒント」を開催しました。

①順調に進行 ①・基本的な生活週間について、家庭

とも共有を図ることができました。

・保護者・学校関係者・家庭教育に関心

のある方が対象でしたが、参加者数が

少なく、開催時期や周知方法に工夫が

必要となっています。

①・今後も家庭教育の重要性について周知

していきます。

・内容の精選や学校単位・小中別での開催

などを工夫して取り組んでいきます。

②家庭・学校・行政等が協働し、子ど

もの自己肯定感を高める関わり方、

生きる力を育むための支援を進めて

いきます。

②・学力向上に係る取り組みで他の模範となる児童・生徒

を教育長表彰することで意欲的な取り組みの充実を図り

ました。

・家庭教育をテーマとした公民館講座において、子ども三

味線教室や子供獅子舞講座・親子バルーンアート講座など

７回の講座を行いました。

①順調に進行 ②・教育長表彰することで、児童生徒の

自己肯定感を高めることができまし

た。

・各字公民館出前講座において地域の

伝統芸能に関する講座が開催できまし

た。

②・引き続き子どもたちの自己肯定感を高

められるよう支援していきます。

・家庭教育分野における講座選定におい

て、社会情勢やニーズを把握して取り組ん

でいきます。

③「早おき・朝ごはん・徒歩登校・適度

な運動・家庭学習・早ね」など基本的

な生活習慣の定着に向けた各種活動

を推進します。

③・町体力テストや、新春マラソン大会など、家族で参加す

ることができるイベントを開催し、子どもが気軽に参加で

きる運動の機会を創出しました。

・南風原町学力向上推進委員会において「そろえる実践」や

「かすりっ子学習のきまり」等で共通認識を図り実践してい

ます。

①順調に進行 ③・体力テストについては、子どもが参

加しやすいように、レクリエーションの

スペースを設けたり、新春マラソン大会

では、未就学児も参加できる部門を新

たにつくり、子どもが参加しやすい環

境を整えることができました。

・南風原町学力向上推進委員会が推進

する「かすりっ子のきまり」等につい

て、町全体で実践することができまし

た。

③・各家庭の子どもを含めた家族での参加

が増えるように会場・時期・PR方法など工

夫しながら実施していきます。

・支部 PTA との連携を強化し基本的な生

活習慣の定着を浸透させていきます。

④子どもがインターネットやICT環境

等のツールを通じた犯罪に巻き込ま

れないよう、またいじめの被害者にも

加害者にもならないよう、情報端末

等の利用を通じた危険性や安全に利

用するための知識、家庭内の利用ル

ールの重要性や人権意識の高揚につ

いて学校等と連携しながら周知を図

ります。

④・携帯電話を通してインターネットを利用する機会が増え

ていることから、情報リテラシーや人権教育について委託

事業者や外部講師を招いて講演会等を行いました。

①順調に進行 ④・委託事業者や外部講師を活用して

講演会等を行い、児童生徒の情報リテ

ラシー向上を図ることができました。

④・情報モラルに関する教育は児童生徒だ

けではなく、保護者においても必要なこと

から広く発信できる方法などを検討し事業

を進めています。

（2）家庭教育を考

える機会の充実

①PTA 活動、地域活動、学校行事等

を通じ、家庭教育の大切さや家庭教

育の役割等に関する情報提供を行い

ます。

生涯学習文化

課・こども課・学

校教育課・生涯

学習文化課

家庭教育に関す

る講座の参加者

数

36人 67人 150人 44.7％ ①・PTA の親子集会や役員研修会、授業等で性教育等の

家庭向けの講演会を行いました。

・家庭教育の大切さや役割を認識する機会の提供を目的

として、各学校PTAが行う家庭教育学級の活動支援を行

いました。

①順調に進行 ①・講演会を実施し、保護者に向けて情

報提供を行うことができました。

・各学校PTA により、家庭教育の大切

さに関する多様な研修を行い、子ども

の「生きる力」を育む家庭教育の推進に

取り組みました。

①・今後も継続して PTA と連携し情報提

供・共有に取り組んで行きます。

・今後も家庭教育の大切さや役割を認識す

る機会の提供を目的として、各学校 PTA

が行う家庭教育学級の活動支援を行い、そ

の推進を図っていきます。

②公民館講座等を通じて、いつでも、

どこでも、誰でも学べる環境づくりを

さらに充実させます。また、保育所、

幼稚園などの公共拠点施設と連携し

幼少期から家庭教育の大切さを学ぶ

機会の充実を図ります。

②・公民館講座の充実を図ることにより、親子で参加し、絆

を深めながら、家庭でのコミュニケーションを図り、社会的

な自立である、生きる力を養うことができました。

・保育指針に基づく保育を通して、子どもの成長を見守っ

ていきます。

①順調に進行 ②・公民館講座は、家庭教育の役割を

大きく担っており、今後も多くの講座

を設けることにより、誰でも学べる環

境づくりをさらに充実させ、地域の中

核的な役割も活かしながら進めてい

く。

・保育指針に基づく保育を通して、子ど

もの成長を見守っていきます。

②・各自治公民館と情報交換を行い、中央

公民館としての役割を十分に果たすよう地

域と連携しながら取り組んでいきます。

・子育てに関して、多様な意見が存在する

ことから、保護者との連携を意識しつつ、

保育指針に基づく保育を通して、子どもの

成長を見守っていきます。

③社会の一員となるための基本的資

質や能力を養うなど、子どもの「生き

る力」を育む家庭教育を推進します。

③・保育指針に基づく保育を通して、子どもの成長を見守

っていきます。

・親子共同活動や親子のふれあいを通じた家庭教育の大

切さやを認識する観点からブックスタート事業及び親子工

作会を行いました。

①順調に進行 ③・保育指針に基づく保育を通して、子

どもの成長を見守っていきます。

・毎月１回第１水曜日を基本として幼児

の７か月検診の会場でブックスタート

を開催し、又、町立図書館において夏

休み親子工作会を開催しました。

③・子育てに関して、多様な意見が存在す

ることから、保護者との連携を意識しつ

つ、保育指針に基づく保育を通して、子ど

もの成長を見守っていきます。

・今後も親子共同活動や親子のふれあいを

通じた家庭教育の大切さやを認識する観

点から、ブックスタート事業や親子工作会

に取り組みます。

２
節

地
域
に
学
び
、
地
域
を
愛
す
る
人

を
育
む
、
ふ
る
さ
と
教
育

（1）平和学習及び

歴史学習の推進

①南風原文化センターや沖縄陸軍病

院南風原壕群を学習拠点としての活

用、歴史資料のデータベースなどを

通じた町の歴史文化・平和学習の充

実を図ります。また、オンラインで展

示物を見学できる仕組みも検討しま

す。

生涯学習文化課南風原文化セン

ターの来館者数

3,856人 16,828人28,000人 60.1％ ①・子ども平和学習交流事業や文化センター企画展と関連

づけた平和講座等を行いました。また、文化センターの所

蔵資料をオンラインで見ることができるよう、データベー

スを導入し、オンライン化に向けたシステム構築を行いまし

た。

①順調に進行 ①・各展示やイベントにおいて、令和４

年度（3,729人）・令和５年度（2,325

人）の参加がありました。見学者数にお

いては、新型コロナの影響が解消され

令和３年度（904 人）から令和５年度

（6,363人）と増加傾向にあります。

①・オンラインでの資料公開活用を含め、歴

史文化・平和学習等において新たな学び方

を工夫した文化センター・陸軍病院壕の活

用を検討していきます。

②壕や文化財の地域案内人の育成、

平和や歴史等に関する活動を支援し

ます。

②・毎年度平和ガイド養成講座を行い新規ガイドを育成す

ることができました。

令和４年度：５人、令和５年度：６人

②一部進行 ②・平和ガイド養成講座において、令和

４年度（５人）、令和５年度（６人）の新規

ガイドを育成しています。

②・平和ガイドに高齢者の占める割合が多

くなっており、若い世代の養成講座受講者

の確保が必要となっています。

③戦争体験者の高齢化を踏まえ、証

言、体験談、資料の収集及び記録保存

③・他自治体や団体等と連携し、沖縄戦や平和について情

報収集を行うことができました。

②一部進行 ③・他自治体等と情報共有できるよう、

様々なイベント等において連携してい

③・これまで同様、他自治体や団体との連

携を行っていきます。
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まちづくり

目標
節 施策の展開 施策の展開に紐付く細事業 担当課

KPI

【Do】事業の実績・取組状況

【Check】評価・取組の検証
【Action】

KPI・取組についての課題及び今後の取組指標名
参考値

（R2）

最新値

（R5）

目標値

（R8）

集計用

達成度
評価 取組の検証

等を推進します。 ます。

（2）国際交流の推

進

①海外友好都市との交流の充実、ウ

チナーンチュ大会の活用等、本町から

世界へ移民した方々とのネットワーク

と交流活動の充実を図ります。また、

交流の実施に当たっては、リモート交

流会等のオンライン活用も視野に入

れて取り組みます。

企画財政課・生

涯学習文化課

- - - - - ①・令和５年度にカナダレスブリッジ市との友好都市締結

20周年を迎えたことから、今後の更なる相互交流に向け

た記念事業を行うことができないか調整を行いました。

・令和５年度にブラジルから研修生１人の研修生を受け入

れ、空手・三線等の研修で文化交流を図りました。また、世

界のウチナーンチュ大会（はえばる交流会）やその他イベン

トを通して、町民との交流を図ることができました。

①順調に進行 ①・令和６年度の事業実施に向けて、関

係者と調整を行うことができました。

①・令和６年度の記念事業開催に向けて関

係者と協議しながら取り組みます。

②海外との交流促進、関係機関等と

連携した国際交流など国際的な視野

を持った人材育成を図ります。

②・青少年国際交流事業について令和４年度はコロナウイ

ルス感染症の影響により中止。令和５年度はアメリカ合衆

国ハワイ州ホノルルに中学生を 10 名派遣し、現地の学校

への体験入学やホームステイ等の国際交流事業を実施し

ました。

①順調に進行 ②・国際交流事業に参加した生徒全員

が、事業に参加して国際的視野が広が

ったと答えており、英語等の学習意欲

の高まりもアンケート等から把握でき

た。国際化社会に対応する人材の育成

に寄与できていると考えいます。

②・研修後に、ジュニアリーダー、国際交流

OB会及びボランティアとして地域活動に

貢献できる人材の育成を図っていきます。

③町内在住の外国人の方との身近な

交流を通して、それぞれの文化や生

活習慣、価値観などを紹介するなど

して、相互理解と国際理解を深める

機会を推進します。

③・町内に在住する外国人を集めた交流会等、相互理解と

国際交流を深めることが行えなかった。

③未実施（検討

中、業務無し

等）

③・町内在住の外国人を集めた交流会

等を行うことができませんでした。

③・町内に在住する外国人を集めた交流会

等を開催し、文化や生活習慣・価値観など

を紹介して相互理解と国際交流を深める

取組を検討していきます。

（3）学び・体験・交

流の場や機会の充

実

①住民のニーズに応え、南風原大学

等、テーマごとにその分野の専門家

から学ぶことができる講座の実施な

ど、町民が学び・体験・交流できる機

会の更なる充実を図ります。

生涯学習文化課はえばる大学受

講者数

10人

（延べ39

人）

9人

（延べ67

人）

20人

（延べ80

人）

45％

（83.8％）

①・はえばる大学運営事業で南風原町の歴史や文化・まち

づくりについて、町内巡りや関連する方からの講話により

学習を行いました。

令和４年度：19名参加、令和５年度：９名参加

①順調に進行 ①・はえばる大学のテーマはその年ご

とに違いますが、講座を通して町民の

学びの機会を創出することにつながっ

ています。

①・はえばる大学だけではなく、町民が学

び・体験・交流できる機会の創出に向けて、

近隣市町村の状況等の確認も含め進めて

いきます。

②高齢者等の持つ知識や技術、経験

を次世代に受け継ぐ世代間交流の充

実を図ります。

②・「地域学校協働本部事業」において、高齢者の技術や体

験を次世代へ受け継ぐと共に世代間交流に取り組みまし

た。

①順調に進行 ②・小中学校において、「昔遊び」にお

けるものづくりの技術及び体験講話の

継承を通じて世代間交流が行われてい

ます。

②・「地域学校協働本部事業」だけでなく、

子ども会と老人クラブ等の交流について

検討していきます。

③町立図書館における電子図書の充

実や読み聞かせ会の実施など、町民

の読書ニーズに応えるため図書館機

能の拡充を図ります。

③・一般の利用者及び町内小中学校全生徒・教職員が電子

図書館を利用できる環境を整備しています。また町立図書

館内においても読み聞かせや各種企画展示を実施し図書

館機能を充実させています。

①順調に進行 ③・電子図書館利用率において、同じ

業者の電子図書館システムを導入した

全国約300の図書館の中で人口千人

あたりの貸出数が令和４年度は全国５

位、令和５年度は全国４位と上位の利

用率を誇っており、学校を中心によく

利用されています。また、毎月の読み

聞かせについても多くの利用者が参加

しており、利用されています。

③・町内小中学校において電子図書館をよ

く利用していただいていますが、一般の方

の利用が学生に比べると低いため、周知を

図っていく必要があります。今後も来館型

と非来館型を併用したハイブリット図書館

を整備していきます。

（4）文化・芸能・芸

能等の保全、継承、

活用

①文化財の調査を行い、保存並びに

適切な管理と活用を図ります。

生涯学習文化課 - - - - - ①・不定期ですが、調査活動を行い保存管理における修繕

等を行っています。

②一部進行 ①・各有形文化財の説明板の改修等を

行うことで、適切な管理・活用に繫げて

います。

①・今後も継続して調査・情報収集を行い

文化財の保全・活用に努めていきます。

②文化の発信拠点として南風原文化

センターの利用を促進するともに、町

文化協会や各字・自治会、関係機関と

連携し、町民が気軽に文化に触れる

機会の創出を図ります。

②・文化センターの企画展をはじめ他イベント等において、

関係者（団体）とともに協力しながら事業を実施し、無形民

俗芸能復活上演等を行うことができました。

①順調に進行 ②・文化センターの企画展等イベントを

行い、町民が文化に触れる機会を作る

ことができています。

②・各自治会や小中学校及び文化協会等の

団体と連携し、歴史文化等が身近に感じる

ことができる環境づくりに務めていきま

す。

③歴史や文化に関する講座の開催

や、町内小・中学校で伝統文化に触れ

る機会の創出によって町民の地域文

化に関する意識啓発を図るととも

に、後継者の発掘・養成を図ります。

③・文化講座や各学校への出前講座にて、歴史文化に関す

る講座を行いました。

①順調に進行 ③・小中学校や南風原高等学校などで

出前講座を行っています。

③・今後も各講座や学習会等を開催し、文

化の継承に努めていきます。

④観光振興や伝統芸能などと連携

し、伝統芸能等を発表する場を創出

し、地域の文化・伝統・芸能の継承と

魅力の向上を図ります。

④・各自治会や観光協会・文化協会と連携し、地元の伝統

芸能を発表する場として、芸能交流会等の事業を開催しま

した。

①順調に進行 ④・令和４年度に国立劇場、令和５年度

にはえばるふるさと博覧会の会場にお

いて、芸能交流会を行い、各自治会の

芸能を発表し熟練者から若者まで一緒

になった事業を開催し、文化の継承に

繋げていくことができました。

④・各自治会が保有している郷土芸能を発

表できる場を設け継承に努めていきます。

（5）スポーツ・レク

リエーションの振興

①黄金森公園陸上競技場及び学校体

育施設等を活用し、各種スポーツ大

会や教室の開催など、スポーツ・レク

リエーション活動の振興を図ります。

また、障がいの有無や年齢に関わら

ず全ての町民がスポーツ・レクリエー

ションに親しめる環境づくりを推進し

ます。

都市整備課・教

育総務課

スポーツ施設の

利用者数

63,850人77,881 人 100,000

人

77.9％ ①・町体協による各競技・町陸上、教育委員会主催による

シニアスポーツ大会・新春マラソンなど、各種スポーツ大会

を開催することができました。また、各種団体による町長

杯等の大会開催について支援することができました。

①順調に進行 ①・コロナ禍以降活動が減少した団体

等もあることから、各大会を開催する

にあたりこれまで以上に競技関係者と

の調整を密に行い、連携して進めてい

くことが必要となっています。

①・今後も各競技団体と連携を図り、開催

の可否や参加者数の増加に向けて取り組

んでいきます。また、新たな競技種目での

大会を開催できないか検討を行っていき

ます。

②黄金森公園陸上競技場の環境を活

用し、町観光協会等と連携してプロス

スポーツキャン

プ・合宿誘致件

17団体

1,695人

19団体

3,659人

20団体

1,700人

95％

215.2％

②・スポーツキャンプについて、名古屋グランパス春季キャ

ンプ（サッカー）やホンダリヴェルタ（ソフトボール）、県外大

①順調に進行 ②・継続的にキャンプを実施しているチ

ームについて、ヒアリングを行い連携す

②・スポーツ合宿利用団体と細かく調整を

行い、利用する際の要望や、利用後の反省
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まちづくり

目標
節 施策の展開 施策の展開に紐付く細事業 担当課

KPI

【Do】事業の実績・取組状況

【Check】評価・取組の検証
【Action】

KPI・取組についての課題及び今後の取組指標名
参考値

（R2）

最新値

（R5）

目標値

（R8）

集計用

達成度
評価 取組の検証

ポーツチームのキャンプ誘致等を図

るとともに、プロチームとの交流を通

じたスポーツに関する技術力・意識の

向上を図ります。

数及び利用者数 学・実業団等の陸上競技合宿などを実施できました。ま

た、サッカー及びソフトボール教室のほか、様々な交流事

業を開催することができました。

ることでリピーターに繋がっています。

新規チームに対しては、合宿後に要望

等を聞き取り、施設環境をより充実さ

せることで継続的な利用に繋げること

ができると考えています。

点などを踏まえ、施設環境整備も含めた受

け入れ体制を充実させていくことにより、

継続的な合宿利用に繋げていきます。

③町内の公園を活用し、子どもから

大人まで健全にスポーツが楽しめる

スポーツ施設の整備・充実を図りま

す。

③・黄金森公園陸上競技場では照明設備及びトラックの補

修を行い、野球場では照明設備の補修を行いました。ま

た、宮城公園テニスコートでは人工芝及びネットポストの補

修を行いました。

・各スポーツ施設（黄金森陸上競技場・野球場、テニスコー

ト、多目的広場、各学校施設）の借用により多くの方に利用

してもらうことができました。

②一部進行 ③・スポーツ施設の補修を行うことで、

使用禁止の施設を利用することができ

るようになりました。しかし、夜間利用

ができない施設があることから、計画

的な対応が必要となっています。

・各スポーツ施設については予約受付

の体制を整えることにより、効率的に

貸し出しを行うことができました。また

スポーツキャンプ・合宿についても可能

な限り早めに日程を確認し、一般の団

体への影響が少なく済むよう調整を行

うことができました。

③・スポーツ施設に不具合が発生した場

合、早急に修繕等を行う事で利用者への影

響が小さくなるよう努めます。

・スポーツ施設の利用については、施設の

適切な維持管理に努め、利用者数を確保し

ていくきます。

３
節

個
性
を
伸
ば
し
、
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
を
地
域
と
育
む
、
学
校
教
育

（1）豊かな心と健や

かな体を育む学習

内容の充実

①幼児・児童・生徒の発達段階を踏ま

えた総合的な教育の充実を図るとと

もに、幼小中連携により「南風原町学

力向上推進要綱」に基づいた学力向

上に取り組みます。

学校教育課 学校生活が楽し

いと感じている

児童生徒の割合

小学校：

88.6％

中学校：

82.2％

小学校：

80.5％

中学校：

79.2％

小学校：

99％

中学校：

93％

小学校：

81.3％

中学校：

85.2％

①・幼小中連携を通した学力向上の取組を推進するため

に、幼小中の統一した取組を「そろえる実践」として各園・

学校における幼児児童生徒の発達段階に応じた取組を実

践しました。

①順調に進行 ①・そろえる実践（黙想など）など幼小

中連携を通した取組を継続して実践す

ることにより、学校生活面や学習面で

も円滑な移行が行われています。

①・「そろえる実践」など基本的生活習慣の

共通実践だけではなく、育みたい資質・能

力である「読解力」の育成に向けた共通実

践を強化していきます。

②基礎学力の定着・向上を図るため、

学力調査の実施や学習支援員、外国

語指導助手等を配置し「確かな学力」

の向上に取り組みます。また、すべて

の学習の基盤となる「読解力」の育成

とキャリア教育の視点を踏まえた取

組を推進します。

②・小中学校へ学習支援員12人 、小学校へ英語指導助手

６人、中学校へＪＥＴ１人・ＡＬＴ１人の配置を行いました。さ

らに県外の先進地市町村へ町内の幼稚園・小中学校の教

諭を派遣し、「読み解く力（読解力）」の育成に取り組みまし

た。

①順調に進行 ②・学習支援員等の配置や先進地視察

の研修会等を行うことで、学力向上に

取り組むことができました。

②・「確かな学力」向上をめざした小中連携

を推進するとともに、学習支援員等の効果

的な活用に取り組んでいきます。「読み解

く力（読解力）」の育成にについても引き続

き取り組んでいきます。

③「わかる授業」構築のため、「町そろ

える実践」を実施し、学力向上に取り

組み、児童生徒同士の自治活動や人

間関係づくりを重視した学級・学校づ

くりを推進します。また、各種研修会

を通じて、教職員の資質向上を図り

ます。

③・教職員向けの講演会の実施や、指導主事が学校訪問を

行い指導助言することで、幼児児童生徒の理解を深めた

り、授業改善を図りました。

①順調に進行 ③・学校訪問（指導主事）や学校支援

（作業療法士の派遣）を行うことで、よ

り幼児児童生徒理解を深めることにつ

ながり、温かい学校づくりや授業改善

を推進ことができました。

③・幼児児童生徒の学力向上を推進する必

要性から、引き続き現状通りの取組を継続

していきます。

④ＩＣＴ機器を活用し学習指導の工夫

改善を図ります。

④・各学校に ICT機器を整備し、わかりやすい授業を行う

ことで、教育の資質向上を図りました。また、ICT機器を活

用した授業を支援するため、ICT 支援員を１人配置しまし

た。

①順調に進行 ④・高速通信ネットワークの整備や児童

生徒一人一台端末の整備など、デジタ

ルネイティブ世代と呼ばれる子どもた

ちに相応しい学習環境を整えることが

できました。

④・ICT 支援員や学校 ICT 機器について

は、今後も必要であることから継続して事

業を実施していきます。

⑤各学校と教育委員会、町社会福祉

協議会との連絡会等を通して、福祉

教育推進に関する情報共有を図ると

ともに、研修体制の構築による学校

等への支援の充実強化に努めます。

⑤・福祉教育推進に関する情報共有（各学校、教育委員会、

町社会福祉協議会との連絡会等）、研修体制の構築による

学校等への支援の充実強化を行いました。

①順調に進行 ⑤社会福祉協議会と町教育委員会の

共催で児童生徒向けのボランティア研

修会や、教員（初任者・中堅教諭等）向

けの福祉研修会を実施することができ

ました。

⑤・多くの面で多様性の視点が必要になる

とともに、共生社会の実現が必要となるた

め、福祉への理解と実践力に係る取組が必

要となっています。

（2）子どもたちの

心身の健康づくり

と安心して学ぶ環

境づくり

①幼児期から地域の特徴を生かした

食育を推進します。

教育総務課・こ

ども課・学校教

育課

- - - - - ①・保育指針に基づく保育を通して、子どもの成長を見守

っていきます。

①順調に進行 ①・保育指針に基づく保育を通して、子

どもの成長を見守っていきます。

①・育てに関して、多様な意見が存在する

ことから、保護者との連携を意識しつつ、

保育指針に基づく保育を通して、子どもの

成長を見守っていきます。

②遊びや運動、スポーツ等を通じて

心身の健康づくりや運動の習慣化を

図ります。

②・町立四幼稚園５歳児・４歳児を対象に運動することの

楽しさを教え運動能力を向上させ、学童期や青年期におけ

る運動機能の基礎を築くことを目的とし実施。

・町立幼稚園５歳児・４歳児を対象に専門業者による体育

遊びを行い、運動することの楽しさや運動能力向上を図り

ました。

令和４年：144 回（４幼稚園×36回）の実技指導及び３回

の講習（コロナの影響により回数減）

令和５年：144 回（４幼稚園×36回）の実技指導及び８回

の講習

・保育指針に基づく保育を通して、子どもの成長を見守っ

ていきます。

①順調に進行 ②・測定結果：逆上がり（令和４）44％

→（令和５）54％ 跳び箱（令和４）

87％→（令和５）93％ 体育遊びにお

いて着実に運動機能が向上していま

す。

・保育指針に基づく保育を通して、子ど

もの成長を見守っていきます。

②･今後も町立幼稚園の意見を聞きなが

ら、心身の健康づくりや運動の習慣化を図

ります。

・育てに関して、多様な意見が存在するこ

とから、保護者との連携を意識しつつ、保

育指針に基づく保育を通して、子どもの成

長を見守っていきます。

③学校における相談機能を充実させ

るとともに、いじめや問題行動への対

応、登校支援など、地域及び関係機関

③・教育相談員、特別支援相談員、心の教室相談員を各学

校に配置し、学校や関係機関と連携をとりながら、不登校

や児童虐待などの問題解決のために速やかに対応しまし

①順調に進行 ③・不登校または不登校傾向にある児

童生徒や悩みを持つ保護者に対して相

談等の支援を行うことができました。

③・不登校の未然防止による不登校数の改

善を図るため、引き続き相談員等の配置や

作業療法士を学校に派遣し、学習環境等に
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まちづくり

目標
節 施策の展開 施策の展開に紐付く細事業 担当課

KPI

【Do】事業の実績・取組状況

【Check】評価・取組の検証
【Action】

KPI・取組についての課題及び今後の取組指標名
参考値

（R2）

最新値

（R5）

目標値

（R8）

集計用

達成度
評価 取組の検証

等と連携し解決に向けて取り組みま

す。

た。 うまく適応できない児童生徒についての

教諭へ助言や研修を行い、児童生徒の多様

性に対応した教育環境の構築に取り組ん

でいきます。

④子どもたちが学校で安心して学ぶ

ことができるよう、地域と連携し学校

の防犯・防災体制の充実を図ります。

④・毎年１度各幼小中学校の通学路を学校側と担当課で、

防犯・防災を含め危険箇所がないか確認を行い、関係機関

へ連絡を行っています。

①順調に進行 ④・通学路の危険箇所点検を行い関係

機関と連携することで、防犯・防災体制

の強化を図ることができました。

④・子どもたちが安心して学校へ通えるよ

う、今後も危険箇所の点検を行いながら、

関係機関と連携し防犯・防災体制の充実を

図っていきます。

⑤学校周辺の安全マップの活用とと

もに、子どもたちが様々な危険や問

題について、自ら考え対処できる危

機管理能力の向上を図ります。

⑤・学校周辺の安全マップの活用、危機管理能力の向上を

図った。

①順調に進行 ⑤・安全マップを活用した指導や安全

教育を実施することで児童生徒への教

育を実施することができました。

⑤・引き続き児童生徒への教育を実施して

いきます。

⑥児童生徒及び保護者を対象にし

た、インターネット環境における情報

モラル教育等を実施します。

⑥・委託事業者や外部講師を活用した講演会を行いまし

た。

①順調に進行 ⑥・委託事業者や外部講師を活用した

講演会をとおして、情報モラル教育を

実施することができました。

⑥・情報モラルに関する教育は児童生徒だ

けではなく、保護者においても必要なこと

から広く発信できる方法などを検討し事業

を進めていきます。

(3）地域と育む特

色ある学校づくり

と開かれた学校づ

くり

①学校応援隊はえばる（地域ボランテ

ィア、地域コーディネーター含む）を通

じて、地域と連携し、地域に開かれた

環境づくりを推進します。

こども課・学校

教育課・生涯学

習文化課

学校応援隊はえ

ばるボランティ

ア数

延べ628

回

延べ739

回

延べ650

回

113.7％ ①・社会福祉協議会と連携し、ボランティアニーズの把握

や、情報収集、ボランティア養成・確保等を図っています。

・学校応援隊はえばる（地域ボランティア、地域コーディネ

ーター）を通して、地域住民と連携し 学校教育の充実を図

ることができました。

令和４年度（活動実績）：延べ 1,281 人、令和５年度（活動

実績）：延べ 1,362人

②一部進行 ①・コロナ禍以降取り組みが活発にな

りつつあり、社会福祉協議会を中心に、

ボランティア養成研修等の実施を通し

て、福祉のまちづくりを展開していま

す。

・学校応援隊はえばるを通して地域住

民と連携し、地域に開かれた環境づく

りに取り組むことができています。

①・地域福祉計画で定めるボランティアプ

ラットフォームを通して、さらなるボランテ

ィア団体等のネットワーク形成が必要とな

っています。

・学校応援隊はえばるについては、人材の

確保が課題となっているため、やりがいを

感じて続けてもらえるよう工夫しながら取

り組んでいきます。

②教育の日に学校公開・講演会・教育

長表彰等を実施し、教育に関する町

民の関心と理解を一層深めるととも

に、学校・家庭・地域が連携し、町民全

体で教育に関する取組を推進します。

②・学校教育に対する理解と関心を深めるとともに、地域

に開かれた学校教育を行うため、年２回学校公開を実施

し、多くの保護者や地域の方が参観しています。また、12

月には教育長表彰を実施し、教育に対する町民の関心と

理解を一層深めるとともに、学校・家庭・地域が連携し、町

民全体で教育に関する取り組みを推進しました。

①順調に進行 ②・学校公開日の保護者・地域へのアン

ケートの中で教育に関する感想や意見

が集まり、教育に対する地域の人たち

の関心が高まっています。

②・今後の取り組みとしてコミュニティ・ス

クールを実施し、地域の声も反映しながら、

学校・家庭・地域が一体となって連携し、教

育に取り組む体制を構築していきます。

３

ち
む
ぐ
く
る
で
と
も
に
つ
く
る
福
祉
と
健
康
の
ま
ち
（健
康
・福
祉
）

１
節

ち
む
ぐ
く
る
で
支
え
あ
う
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

（1）ともに支え合え

るまちづくりの推

進

①対象者ごとに福祉を捉えるのでは

なく、「地域福祉」の視点をもって町

民はじめ行政、町社会福祉協議会、事

業所等、その他関係機関等のネットワ

ークづくりに取り組むとともに、効果

的な連携と協働による誰もが安心し

て暮らせる福祉のまちづくりを推進

します。

保健福祉課・こ

ども課

- - - - - ①・生活支援体制整備事業において生活支援コーディネー

ターを２名配置し（社会福祉協議会に委託）、協議会を開催

し、行政・地域・社協、社会福祉法人、民間企業、様々な事

業主体による重層的な地域支え合いの体制づくりの推進

及びネットワークの構築を行っています。

・社会福祉協議会との連携を強化しています。

①順調に進行 ①・生活支援コーディネーターが地域に

密着し地域の支え合いの推進に努めて

います。

・引き続き社会福祉協議会と連携して

いく必要があります。

①・地域に密着し支え合いの体制づくりを

推進するためにも、より多くのネットワーク

構築が必要となっています。

・地域福祉計画を念頭に、各施策を推進し

ていきます。

②町民が年齢、性別、国籍の違い、障

がいの有無を問わず、互いに相手を

認め合い、思いやる気持ちを持つと

ともに、つながり（絆）のある関係づく

りに相互に支えあい助け合う地域づ

くりを進めるため、交流活動等を推進

します。

②・社会福祉協議会との連携を強化しています。 ①順調に進行 ②・引き続き社会福祉協議会と連携し

ていく必要があります。

②・地域福祉計画を念頭に、各施策を推進

していきます。

③町民が自ら地域の福祉課題を知

り、その解決に向けた地域福祉活動

に主体的に関わるため、町民に対す

る福祉教育の推進及び地域社会への

町民参加の仕組みづくりを推進しま

す。また、町社会福祉協議会が実施し

ている高齢者の社会参加促進、ボラ

ンティアの養成・確保、ボランティアセ

ンター及びまちづくりサポートセンタ

ーの周知強化を図ります。

③・生活支援コーディネーターと共に、地域の情報交換会

を開催、自らの地域のお宝発見（地域の助け合い活動）を

し、地域の課題についても話し合いを行いました。

・社会福祉協議会との連携を強化しています。

①順調に進行 ③・地域の情報交換会では気づかずに

いた自らの地域のお宝（地域の助け合

い活動）を表彰することでそれぞれの

モチベーションをあげることができま

した。

・引き続き社会福祉協議会と連携して

いく必要があります。

③・各地域のお宝を発見し（地域の助け合

い活動）モチベーションをあげつつ、課題に

ついても話し合っていく必要があります。

・地域福祉計画を念頭に、各施策を推進し

ていきます。

④地域の福祉ニーズの把握や要支援

者への支援の充実を図るため、コミュ

ニティソーシャルワーカー（CSW)と

各種相談窓口、福祉事業者等との連

携・協力体制を構築します。

④・コミュニティソーシャルワーカーを中心に、住民への支

援状況の把握など社会福祉協議会と連携し取り組んでい

ます。

①順調に進行 ④・コミュニティソーシャルワーカーを

中心に、相談窓口の設置や福祉事業者

と連携・協力体制を図ることができま

した。

④・今後もコミュニティソーシャルワーカー

との連携を通して、支援体制の役割分担等

を協議しているきます。

⑤支援が必要でも自ら声を上げるこ

とが難しい町民をより身近な地域で

受け止め、民生委員・児童委員はじめ

各種関係機関や各字・自治会、事業所

等と連携を密にし、悩みなどを拾い

あげる環境づくりを推進します。

⑤・民生委員・児童委員を対象に高齢者福祉についての勉

強会を開催し、町民の相談先がどこであるか周知に努めま

した。

・社会福祉協議会を中心に福祉協力員と連携し、住民の声

を拾い上げる環境づくりに取り組んでいます。

①順調に進行 ⑤・毎年、民生委員・児童委員を対象に

勉強会を開催しており「とても勉強に

なった。どこに相談に行けばよいかわ

かった」などの声がありました。

・引き続き社会福祉協議会と連携して

いく必要がある。福祉協力員と連携し

⑤・支援が必要でも自ら声を上げることが

難しい町民をより身近な地域で受け止める

ことができるよう、民生委員・児童委員は

じめ各関係機関の横の連携を密にし、相談

につながるように努めていきます。

・今後も社会福祉協議会を中心に、福祉協
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まちづくり

目標
節 施策の展開 施策の展開に紐付く細事業 担当課

KPI

【Do】事業の実績・取組状況

【Check】評価・取組の検証
【Action】

KPI・取組についての課題及び今後の取組指標名
参考値

（R2）

最新値

（R5）

目標値

（R8）

集計用

達成度
評価 取組の検証

環境づくりに取り組むことができまし

た。

力員と連携した体制作りに努めていきま

す。

⑥民生委員・児童委員の定数確保に

向けて取り組みます。

⑥・民生委員・児童委員の定数確保に向け、広報誌や町ホ

ームページでの周知や自治会へ出向くなど、社会福祉協議

会と連携し取り組んでいます。

②一部進行 ⑥・社会福祉協議会と連携し、民生委

員・児童委員の活動紹介などの広報活

動を行いましたが、定員不足の地域が

ありました。

⑥・責任感への負担より、なり手不足が深

刻な課題となっているため、社会福祉協議

会と連携し、広報や町ホームページ等で更

なる周知を行っていきます。

（2）相談対応の充

実及び各種制度の

周知

①各種相談業務については、地域の

相談員である民生委員・児童委員を

はじめ、児童家庭相談員、子育て支援

センター、地域包括支援センター、町

社会福祉協議会ふれあい福祉相談室

及び障がい者相談を担うコミュニティ

ソーシャルワーカー（CSW)との連携

を密にし、町民にとって身近な相談機

関となるよう取り組みます。また、相

談業務の実施にあたっては、切れ目

のない相談体制の構築、個人情報の

保護に配慮した上で相談窓口間の連

携に努めるとともに相談窓口の広報

活動を強化します。

保健福祉課・こ

ども課

小地域福祉ネッ

トワーク組織数

17か所 17か所 18か所 94.4％ ①・高齢者の相談内容は多岐にわたるため社会福祉士、主

任介護支援専門員、保健師、認知症施策推進員等が連携し

相談対応を行っており、切れ目ない支援を行っています。

・重層的な支援を基本に、包括的な相談体制を実施してい

ます。

①順調に進行 ①・相談対応で各職種が連携しあって

必要なサービスの案内をしています。

・重層的な支援を基本に、包括的な相

談体制を実施しています。

①・今後も継続した連携が必要となってい

ます。

・今後も重層的な支援を基本に、包括的な

相談体制を実施していきます。

②支援を必要としている方に保健・福

祉・医療に関する各種制度やサービス

内容を適切に伝えるため、町の窓口

体制や町社会福祉協議会との連携を

強化します。また、これらの情報を幅

広く発信するために広報誌やインター

ネットなどの媒体を積極的に活用し

ます。

②・地域包括支援センターは高齢者の総合相談窓口業務と

いうことを町広報、ホームページ、ポスター、民生委員・児

童委員の勉強会等で周知を行っています。また、令和４年

度は町民ホールで、令和５年度は社協と合同で南風原イオ

ンにてパネル展示を行いました。

・重層的な支援を基本に、包括的な相談体制を実施するた

めに、広報を行っているます。

①順調に進行 ②・令和５年度の南風原イオンでのパネ

ル展では多くの人に地域包括支援セン

ターや町社会福祉協議会の案内ができ

ました。

・重層的な支援を基本に、包括的な相

談体制を実施するために、広報を行っ

ています。

②・多くの人へ周知を行うため、毎年パネ

ル展の開催を行います。

・今後も重層的な支援を基本に、包括的な

相談体制を実施するために、広報を行って

いきます。

③民生委員・児童委員の担い手確保

に向けて、区長・自治会長、町社会福

祉協議との連携で取組とともに、活

動内容や必要性に向けて、町民への

周知を図ります。

民生委員・児童

委員の充足率

69.7％

（46人/66

人中）

63.6％ 81.5% 78％ ③・社会福祉協議会と連携して取り組んでいます。 ②一部進行 ③・定員不足の地域があるため、民生

委員・児童委員の活動紹介などを広報

で行っています。

③・責任感への負担より、なり手不足の現

状がある。

④町民が抱える多様な福祉課題を早

期把握・対応することで状況の悪化を

防ぐため、町社会福祉協議会や関係

機関等と連携を密にし、積極的なアウ

トリーチを通した実態把握及び相談

支援体制の強化を図ります。

④・地域包括支援センターと町社会福祉協議会で協力しあ

い、アウトリーチを行い実態把握に努めました。

・重層的な支援を基本に、包括的な相談体制を実施してい

ます。

①順調に進行 ④・介護負担を感じているが相談に行

けていない人を対象に、何を必要とし

ているのかなどの実態調査を行いまし

た。

・重層的な支援を基本に、包括的な相

談体制を実施しています。

④・対象者のニーズを把握し、現在ある社

会資源については案内することができまし

たが、適した事業が無い場合どのように対

応するか検討が必要となっています。

・今後も重層的な支援を基本に、包括的な

相談体制を実施していきます。

⑤社会的孤立に関する状況把握及び

沖縄県就職・生活支援パーソナルサポ

ートセンター南部と連携し包括的な支

援を実施します。

⑤・パーソナルサポートセンター南部も含め、国・県の各機

関と連携しつつ取り組んでいます。

①順調に進行 ⑤・パーソナルサポートセンター南部も

含め、国・県の各機関と連携しつつ取り

組むことができました。

⑤・今後もパーソナルサポートセンター南

部も含め、国・県の各機関と連携し包括的

な支援に取り組んでいきます。

（3）ふれあい・交

流・活動の場や機会

の充実

①各字・自治会や町社会福祉協議会

等と連携し、小地域福祉ネットワーク

（各字・自治会単位）における町民福

祉活動の周知並びに活動への参加促

進についての広報啓発を充実しま

す。

保健福祉課・こ

ども課

- - - - - ①・令和５：地域の情報交換会を開催し 50名の参加があ

りました。また、町内商業施設内で地域包括支援センター

及び町社会福祉協議会を周知する目的でパネル展及び相

談会を４日間開催し、延べ600名の参加がありました。

・社会福祉協議会により、単身高齢者や障がい者等が、近

隣住民の支え合いにより、自立した生活が営めるように福

祉ネットワークの実施を行いました。

①順調に進行 ①・新たな取り組みとして、町民の自主

活動を発表しあう地域の情報交換会を

開催することができました。また、商業

施設の好意により無償で敷地スペース

を利用しパネル展等を開催することが

できました。

・社会福祉協議会を中心に、民生委員、

福祉協力員、ボランティア活動のサポ

ート受け、福祉ネットワークの実施を行

うことができました。

①・町民参加型の新しい事業を開催するこ

とができました。これをブラッシュアップし

ながら継続できるよう関係機関と連携し推

進していきます。

・ボランティアの高齢化や、なり手不足があ

ります。町及び町社会福祉協議会のホーム

ページや広報誌を活用し、取り組みを周知

し広報啓発を行います。

②「子育てサロン」、「高齢者サロン」、

「友愛訪問活動」など、町民主体の地

域福祉活動の充実を図るため、人材

の確保や組織体制の強化等を支援し

ます。

②・社会福祉協議会により、ちむぐくる館及び３自治会公

民館で「子育てサロン」を実施。

令和４年度：実施回数99回、延べ利用人数 1,100人。令

和５年度：実施回数146回、延べ利用人数1,267人

①順調に進行 ②・親子参加の他、サポーター連絡会を

開催し、活動活性化につなげています。

②・今後は実施会場である自治会公民館な

ど、開催場所の拡大に向けて取り組んでい

きます。

（4）権利擁護等に

関する制度の利用

促進

①認知症や障がいなどにより判断能

力が不十分な町民に対して、成年後

見制度の周知強化及び町社会福祉協

議会が実施する日常的金銭管理支援

事業等を通して認知症や障がいがあ

っても安心して住み慣れた地域で暮

らし続けることのできる環境づくりに

努めます。また、成年後見制度利用促

総務課・保健福

祉課・こども課

- - - - - ①・判断能力が不十分で金銭管理や契約ができない高齢

者等への成年後見制度の周知を行いました。令和５年度に

成年後見制度利用促進法に基づく中核機関の設置を行い

ました。

①順調に進行 ①・中核機関を設置したことで権利擁

護支援会議を定期的に行うことがで

き、専門職の意見・アドバイスを受ける

ことで、支援の方向性が決まりやすく

なっています。

①・支援者の意向ではなく、本人の意志決

定が大切であることを今後研修会等でも

周知していく必要があります。



9

まちづくり

目標
節 施策の展開 施策の展開に紐付く細事業 担当課

KPI

【Do】事業の実績・取組状況

【Check】評価・取組の検証
【Action】

KPI・取組についての課題及び今後の取組指標名
参考値

（R2）

最新値

（R5）

目標値

（R8）

集計用

達成度
評価 取組の検証

進法に基づく中核機関設置の検討を

行います。

②高齢者、障がい者（児）、児童等への

虐待及び DV の早期発見・早期対応

を図るため、虐待に関する知識の普

及とともに、相談窓口や通告義務に

ついて周知を図ります。

②・高齢者虐待について広報、ホームページ、民生委員・児

童委員対象の勉強会等で周知を図りました。

・事案の相談や通告の他、児童相談所、警察等の関係機関

と連携し対応しています。

①順調に進行 ②・周知を広く行ったことで、虐待通報

の件数が増加しておりますが、その都

度対応することができています。

・事案の相談や通告の他、児童相談所、

警察等の関係機関と連携し対応するこ

とができました。

②・通報があると早急な対応が必要なこと

からマンパワー不足が課題となっていま

す。今後の取り組みとして、中心となる社

会福祉士のスキルアップ及び新人を育てて

いく必要があります。

・今後も、事案の相談や通告の他、児童相

談所、警察等の関係機関と連携し対応して

いきます。

③「人権週間」において、女性の人権、

子どもの人権、障がいのある人の人

権、外国人の人権などの人権啓発活

動を実施し、町民一人ひとりの人権

意識の向上を図ります。

③・定期的に困りごと相談会を庁舎内で実施し、実施前に

は広報誌や自治会の放送で呼びかけるなど町民へ周知を

行いました。

・こどもの権利、女性の権利を尊重し、孤立や虐待、困難を

抱えている状況に関する児童相談、女性相談の実施を行

いました。

①順調に進行 ③・人権擁護委員の日や、人権週間に

合わせて開催するなど順調に取り組め

ています。

・こどもの権利、女性の権利など状況に

合わせた相談会を実施することができ

ました。

③・今後も継続して、相談会の開催や広報

等での周知を図っていきます。

・今後も、こどもの権利、女性の権利の相談

会を通して町民の人権意識向上を図って

いきます。

２
節

健
康
づ
く
り
の
推
進

（1）生涯にわたって

健康づくりに取り

組める体制の整備

①ライフステージごとの健康課題解

決に向けて民生部や教育部など各関

係機関で連携し、健康の自己管理能

力を高めるための体制整備を推進し

ます。

保健福祉課・教

育総務課・国保

年金課

メタボリックシン

ドローム該当者・

予備軍の割合

40.4% 34.6% 28% 80.9％ ①・年３回の民生部と町社会福祉協議会の連携会議等や教

育部局の校長会、養護教諭連絡会等を通じて妊娠期から

高齢期においての健康課題を共有し、解決に向けての方

策について検討しました。

①順調に進行 ①・各種制度等を踏まえながら、妊娠期

から高齢期までの健康実態を関係者と

共通認識する機会を持つことが重要と

なっています。

①・今後も各種制度等を踏まえながら、妊

娠期から高齢期までの健康実態を経年的

に捉え、関係者と共通認識できる機会を設

けていきます。

②健康づくりに効果的な身体活動・運

動については、「ロコモティブシンドロ

ーム」予防知識の普及、ちむぐくる館

の健康増進室の利便性向上、黄金森

公園陸上競技場等の公園・スポーツ

施設の活用（ウォーキング教室等）を

進め、健康増進運動習慣の向上を図

ります。

②・高齢者介護予防、重症化防止の観点から、地域の自主

活動支援のため運動指導士を派遣する運動機能向上事業

を実施。令和４年度は３地区で延べ734人、令和５年度は

５地区で 1,200人以上が参加。他、スイスイ水中運動教室

（令和４年度 418人、令和５年度 553 人）、ちゃーがんじ

ゅう教室（令和４年度 619 人、令和５年度 813 人）、ノル

ディックウォーキング教室（令和４年度83人、令和５年度

63人）、ヨガ教室（令和４年度193人、令和５年度82人）

等の事業を実施しました。〔人数は全て延べ〕

①順調に進行 ②・事業の参加者より、できなかったこ

とができるようになったという声が実

際にありました。そのような方を増や

せるよう引き続き取組を進めていきま

す。

②・地域の自主活動を支援し、活動地区を

増やしていきます。また、介護予防運動教

室等に通った高齢者の健康状態の見える

化、エビデンスに基づく事業の実施を進め

ていく必要があります。

③町内の各団体と連携し、イベント等

を通して町民の健康づくりを促進し

ます。

③・町体協による各競技・町陸上、教育委員会主催による

シニアスポーツ大会・新春マラソン等また、各種団体による

町長杯等の大会開催など各種スポーツ大会を開催し、幅広

い世代のスポーツ機会を充実させることで健康づくりを

促進できました。

・町内企業や県医師会と連携し「高血圧」に関する展示・血

圧測定等を行いました。

①順調に進行 ③・コロナ禍以降活動が減少した団体

等もあることから、各大会を開催する

にあたりこれまで以上に競技関係者と

の調整を密に行い、連携して進めてい

くことが必要となっています。

・各種保健事業等で得られた町民の声

を基に媒体等を工夫し情報発信しまし

た。

③･今後も各競技団体と連携をはかり、開

催の可否や参加者数の増加に向けて取り

組んでいきます。また、新たな競技種目で

の大会を開催できないか検討します。

・今後も各種保健事業等で得られた町民の

ニーズを踏まえ、健康情報を発信したいと

思います。

（2）予防活動の推

進

①生活習慣病等の発症予防と重症化

予防を進めていけるよう、特定健診

及びがん検診の受診率向上を図りま

す。また、小・中学校、各字・自治会、

老人クラブ、女性会などで生活習慣

病についての講習会等を継続的に開

催し、生活習慣病の予防に努めます。

国保年金課 特定健診受診率 32.8% 36.8% 60% 61.3％ ①・特定健診受診率向上対策指導員を配置し健診未受診

者への受診勧奨、医療機関への協力依頼等を行いました。

①順調に進行 ①・微増ではありますが特定健診受診

率が前年度より増加しました。

①・関係機関と連携しながら特定健診、が

ん検診の受診率向上に取り組みます。

②健康的な生活習慣の確立、不適切

な生活習慣の改善について、妊娠期

から高齢期までの各ライフステージに

対応した切れ目のない保健指導・栄

養指導に努めます。

②・過去の健診履歴等も活用し、対象者の特性に合わせた

保健指導・栄養指導を実施しました。

①順調に進行 ②・単年度の結果のみではなく、これま

での健診履歴を見える化し実施しまし

た。

②・妊娠期から高齢期まで切れ目ない保健

指導・栄養指導が行えるよう、庁内で連携

を取りながら実施します。

③町民が健診結果等から自身の身体

の状態を正しく理解することができ

るよう、家庭訪問や健康相談、健診結

果説明会、健康教育など、多様な経路

による保健指導・栄養指導の充実を

図ります。

③・妊婦健診、乳幼児健診、特定健診、長寿健診等を活用し

健診会場や訪問・健康教育の場を活用し保健指導・栄養指

導を実施しました。

①順調に進行 ③・対象者に応じて様々な資料を活用

し保健指導・栄養指導を実施しました。

③・自身の身体の状態を正しく理解できる

よう最新の知見も取り入れながら、各種保

健事業等を活用して保健指導・栄養指導を

実施していきます。

④定期予防接種等の実施による感染

症予防に努めます。

④・予防接種を実施することにより、伝染の恐れがある疾

病の罹患及びまん延を予防する事ができました。

①順調に進行 ④・小児の予防接種については、伝染

の恐れがある疾病及びまん延の予防に

なっています。高齢者の予防接種につ

いても、希望する方が接種出来るよう、

対象者への接種券発行を行っていま

す。

④･予防接種率を高いまま維持するため、

対象者への接種券の郵送の他、町広報誌

や町ホームページでの情報発信を行ってい

きます。
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まちづくり

目標
節 施策の展開 施策の展開に紐付く細事業 担当課

KPI

【Do】事業の実績・取組状況

【Check】評価・取組の検証
【Action】

KPI・取組についての課題及び今後の取組指標名
参考値

（R2）

最新値

（R5）

目標値

（R8）

集計用

達成度
評価 取組の検証

３
節

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実

（1）待機児童の解

消

①新たな保育所の整備、保育所の分

園や増改築・改修、保育士の確保、既

存保育所定員の見直し等により、保

育を必要とする需要に対して保育定

員の確保を図ります。

こども課・学校

教育課

待機児童数 40人

（R3.4.1）

10 人

（Ｒ5.4.1）

0人 - ①・令和４年度に第２期子ども・子育て支援事業計画の中

間見直しを行い、保育定員を把握することができました。

①順調に進行 ①・第２期子ども・子育て支援事業計画

の中間見直しにより、保育定員の確保

につながり、待機児童は年々解消して

います。

①・今後の取り組みとして、令和７年度から

の第三期子ども・子育て支援事業計画の開

始に向け、令和６年度に策定を行っていき

ます。

②小規模保育事業により、低年齢児

（0歳～2歳）の受け入れ枠の確保を

図ります。

②・小規模保育事業６園により、低年齢児（０歳～２歳）の受

け入れ枠の確保を行いました。

①順調に進行 ②・小規模保育事業の年齢児（０歳～２

歳）受け入れにより、待機児童解消に好

影響をもたらしています。

②・今後も小規模保育事業の年齢児（０歳

～２歳）受け入れを行っていきます。

③公立幼稚園における教諭の人員確

保、複数年保育の実施、土曜日の一時

預かりの実施など保護者ニーズへの

対応を継続して行います。

③・預かり保育希望者も年々増え、利用率が 90％を超え

ていることから保護者のニーズに応えられていると感じて

います。

①順調に進行 ③・預かり保育の利用率も 90％を超

え、保護者ニーズに応えられています。

③・人員確保についての課題解消に向け

て、今後も近隣市町村の待遇等の状況を確

認していきます。

④認定こども園については、本町の

保育・教育について総合的な見地か

ら検討します。

④・教育委員会と連携し検討を行っています。

・本町の保育・教育について総合的な見地から検討を行っ

ています。

②一部進行 ④・教育委員会と連携し検討を進めて

いましたが、調整に時間がかかり、令和

４、５年度に実施することができません

でした。

・近隣市町村への視察等を行いました。

④・今後の取り組みとして、令和７年度に認

定こども園をスタートできるよう取り組ん

でいきます。

・認定こども園化に向けて関係課と連携し

ながら取り組みます。

（2）各種保育サー

ビスの充実

①地域に暮らすすべての子育て世帯

の支援を充実するため、地域子ども・

子育て支援事業の各種事業につい

て、ニーズに基づく見込み量の確保を

図り、安心して子育てできる環境整備

を推進します。

こども課・学校

教育課

- - - - - ①・令和４年度の第２期子ども・子育て支援事業計画の中

間見直しにより、ニーズ見込み量の見直しをおこない、環

境整備に活かすことができました。

①順調に進行 ①・中間見直しに基づいた見込み量か

らの受入体制づくりを行うことができ

ました。

①・令和 7年度からの第三期子ども・子育

て支援事業計画により、ニーズの見込み量

見直しを令和６年度から行っていきます。

②幼稚園教諭や保育士の研修、幼稚

園教諭や保育士同士の交流、情報交

換等を通じて、幼児期の教育・保育の

質の向上を図ります。

②・教育委員会と連携し質の向上を図っています。

・保幼こ小連携推進会議を開催して情報交換を図る体制づ

くりに取り組みました。

①順調に進行 ②・教育委員会と連携し、保育の質の

向上を図ることができました。

・保幼こ小連携推進会議を開催し、保育

士や幼稚園教諭及び小学校教諭と情

報交換を行うことで教育・保育の質の

向上を図ることができました。

②・今後も教育委員会と連携し、保育の質

の向上を図っていきます。

・令和４年度はコロナ禍の影響により、十分

な交流回数を確保することができなかった

ため、今後さらに連携を充実させることで

教育・保育の質の向上に取り組んでいきま

す。

③子育て支援を活用し、保護者の保

育ニーズに沿った子育て支援サービ

スの情報について提供を行います。

③・子育て支援サービスについて広報誌及び町ホームペー

ジで情報発信を実施、また個別で通知も行っています。

①順調に進行 ③・子育て支援サービスについて、町の

広報媒体のみでなく、個別通知行うこ

とで、より情報を必要としている方へ

情報提供を行うことができました。

③・今後も保護者のニーズに沿った、子育

て支援サービス情報を届けられるよう取り

組んでいきます。

（3）安心して子ども

を生み育てるため

の支援の充実

①各関係機関が情報を共有し、地域

での子育てネットワークの構築を図り

ます。

国保年金課・こ

ども課

子育て支援の取

り組みについて

満足している町

民の割合

81% - 85% - ①・子育てに関連する機関が連携し、子育てネットワークを

構築し情報共有を行っています。

①順調に進行 ①・人材不足等の課題はありますが、概

ね順調に進行しています。

①・今後も子育てに関連する機関と連携し

取り組んでいきます。

②子育て中の保護者同士の交流の

場、情報交換の場として、各字公民館

等での子育てサロン、保育園の子育

て支援センターなどを中心に、保護者

同士が交流しやすい場づくりを推進

します。

②・子育て支援拠点センターを実施し、児童及び保護者の

受入を行っていましが、令和５年度後半より、保育士の確

保ができず受入が困難になるケースがありました。

②一部進行 ②・宮平保育所だけでなく認可保育園

３箇所で、子育て支援拠点センターを

実施していますが、相談に来る保護者

及び児童等の対応を行う保育士が不

足し、運営実施が困難の状況がありま

した。

②・事業を実施するにあたり、産休・育休に

より保育士が不足していることが課題とな

っているため、広報や町ホームページで積

極的に募集を行い、保育士の確保が必要と

なっています。

③子どもの健やかな成長を支えるた

め、高校生（18歳）までの医療費無料

化と、医療費の自己負担分を病院で

支払わずに済む制度（現物給付）を継

続します。

③・令和４年 10月よりこども医療費助成を高校生対象年

齢まで拡充をしています。

①順調に進行 ③・沖縄県が中学生年齢までを補助対

象とするなか、本町は高校生年齢まで

の実施を行うことができています。

③・季節性インフルエンザ等による、医療費

高騰なども踏まえた財源確保に取り組みま

す。

④子育て世帯が子どもの保育・教育、

健康等のサービスに関する情報を手

軽に入手できるよう、情報発信の再

構築を図ります。

④・子育て支援サービスについて広報誌及び町ホームペー

ジで情報発信を実施しています。

①順調に進行 ④・広報誌及び町ホームページを活用

し情報発信を行うことができました。

④・今後も町民や庁舎内の意見を聞きなが

ら、子育て世代が必要としている情報を把

握し、発信できるよう取り組んでいきます。

⑤妊婦健診や乳幼児検診等の保健指

導や栄養指導を通して、保護者の健

康とともに子どもの成長、発達に応じ

た対応について学ぶ機会を提供し、

育児不安の軽減を図ります。

⑤・親子健康手帳発行時の面談や乳児訪問、乳幼児健診な

どの母子保健事業において保健指導・栄養指導を実施しま

した。その中で継続支援の必要な方は関連課と連携しなが

ら不安の軽減を図りました。

①順調に進行 ⑤・妊娠期から乳幼児期に切れ目なく

母子保健活動を継続していくことが必

要です。

⑤・妊娠期、保護者や乳幼児の健康保持増

進のために、未把握や未受診児を減らす取

り組みを強化し保健指導を行っていきま

す。

⑥町社会福祉協議会が実施している

ファミリーサポートセンター事業を有

効活用し、子育て支援をします。

⑥・社会福祉協議会でファミリーサポートセンター事業を

実施し、子育て支援に活用しています。

利用実績：令和４年度713件、令和５年度518件

①順調に進行 ⑥・ファミリーサポートセンター事業を

有効活用し、子育て支援を行うことが

できています。

⑥・サポート会員として登録していても時

間の調整が付かずマッチングが困難なケー

スもあるため、今後もサポート会員の確保

必要となっています。

（4）子どもが安全・

安心に過ごすこと

ができる居場所づ

くり

①新・放課後子ども総合プランの推

進、学童クラブの充実、各字公民官等

や児童館等の地域資源を活用した放

課後の居場所づくり、遊び場の拡充

こども課・生涯

学習文化課

- - - - - ①・児童館設備の更新、児童厚生員資格取得の奨励、学童

クラブ増設により放課後の子どもたちが安全・安心に活用

できる居場所の拡充を実施しました。

②一部進行 ①・児童館設備の更新や、学童クラブの

増設など拡充を行うことができまし

た。

①・学童クラブ利用希望者の増加に伴い、

学童クラブへ入ることができないことが課

題となっているため、学童クラブの新設に

より待機児童の解消を図っていきます。
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まちづくり

目標
節 施策の展開 施策の展開に紐付く細事業 担当課

KPI

【Do】事業の実績・取組状況

【Check】評価・取組の検証
【Action】

KPI・取組についての課題及び今後の取組指標名
参考値

（R2）

最新値

（R5）

目標値

（R8）

集計用

達成度
評価 取組の検証

により、放課後の子どもの安全・安心

な居場所を確保します。

②学童クラブについて、児童扶養手

当又は母子父子医療費助成を受給し

ているひとり親世帯等への助成を継

続して行っています。

②・学童クラブを利用している児童扶養手当又は母子父子

医療費助成を受給しているひとり親世帯等の利用料減免

を実施した。

①順調に進行 ②・対象となる世帯へ遅滞なく利用料

減免を行うことができました。

②・ひとり親世帯等、対象世帯への周知漏

れが無いよう保育所等と連携を図ってい

きます。

③退職教諭・大学生・地域の方からな

る学校支援ボランティア等を活用し

た居場所の充実を図ります。

③・児童館に大学生（教育実習生）の受け入れを行い、居場

所運営の充実を図りました。

令和４年度実績：２名

・学校支援ボランティアを活用し、各学校現場などで活躍

してもらうことで居場所の充実を図ることができました。

②一部進行 ③・居場所運営の充実として、児童館に

大学生（教育実習生）等の受け入れを

実施できました。

・学校支援ボランティアの活動により、

居場所の充実を図ることができていま

す。

③・今後も学校からの要望があれば、積極

的に受け入れを行っていきます。

・人材の確保が課題となっているため、町

広報やホームページを利用して周知を図っ

ていきます。

（5）貧困の連鎖防

止

①行政や町社会福祉協議会、関係機

関、警察署、学童クラブ、ＮＰＯ等と連

携し、子どもの貧困及び社会的孤立

防止に向け、子ども及びその家庭に

対して生活指導、学習支援、食事の提

供、キャリア形成、生活支援、見守りな

ど包括的な支援を実施します。

こども課・学校

教育課

- - - - - ①・学童利用者で気になる世帯があれば町担当へ相談し、

家庭児童相談員へ情報提供を行うなど、関係機関と連携

し取り組むことができました。

①順調に進行 ①・相談要否の判断など、気になる世

帯の対応に苦慮することもあります

が、必要に応じ家庭児童相談員との連

携を図ことができました。

①・相談内容についても全く違うため、関

係機関及び行政内でも連携を密に行い、学

童担当向け研修などの実施に努めます。

②子ども元気支援員や児童厚生員、

放課後児童支援員など、子どもの支

援に関わる方へ研修を行い、関係機

関連携を図ります。

②・放課後児童支援員向けの研修を実施し資質向上を行っ

ています。

令和４年度：受講者数84人（研修科目数27科目（全８コ

ース（１コース３～４科目））から受講者が選択）

令和５年度：受講者数93人（研修科目数34科目（全５コ

ース（１コース３～９科目））から受講者が選択）

①順調に進行 ②・子どもの支援充実を図るため、放

課後児童支援員の研修を実施すること

ができました。

②・今後も継続した、研修体制を実施して

いきます。

③児童館の新たな利活用を図りま

す。

③・来館児童見守りの中で違和感などの気づきを、家庭児

童相談員や学校へ情報共有を行いました。また民間寄贈

菓子の関連施設への配布を実施しました。

①順調に進行 ③・利用児童の状況に応じて家庭児童

相談員や、学校へ情報提供を行うなど

連携を図ることができました。

③・中学生以上の子どもの利用促進につい

て課題があるため、対象者の意見聴取によ

りニーズの掘り出しに努めます。

④就学援助制度における対象費目の

拡充を検討します。

④・より多くの生活困窮世帯を対象に援助を行いました。 ①順調に進行 ④・年々援助割合が増加し、より多くの

世帯へ援助を行うことができました。

④・援助金額および援助費目については他

市町村や県、国の動向を踏まえて、随時見

直し等を行っていきます。

⑤保護者雇用の確保に向け、関係機

関との連携を図り、子どもとその世帯

の支援を推進します。

⑤・個別事案に応じた支援の実施を行っており、。実施に

あたっては、関係機関との情報交換など連携を行いなが

ら取り組んでいます。

①順調に進行 ⑤・児童相談等において、生活面・経済

面での支援が必要な場合、就労等の支

援を実施しました。

⑤・今後も社会資源の活用や、関係機関と

の連携を継続し取り組んでいきます。

４
節

障
が
い
者
（
児
）
・高
齢
者
支
援
の
充
実

（１）障がい者（児）

を支える体制の強

化とサービスの充

実

①障がい者（児）やその家族が地域で

安心して暮らせるよう、多分野との連

携及び気軽に相談できる相談支援体

制の充実を図ります。

保健福祉課・学

校教育課

障がい者就労サ

ービス支援件数

190件 220件 222件 99.1％ ①・町社会福祉協議会をはじめ障がい者サービス事業所等

関係機関と連携し相談業務に取り組んでいます。

①順調に進行 ①・町社会福祉協議会等他分野と連携

し各種相談業務に取り組めました。ま

た、意思疎通支援事業施策推進検討会

は聴覚障がい者やその関係者等で行っ

ていましたが、令和５年度よりろう者

や、ろう学校教諭等関係者も参加し開

催できました。

①・どの分野においても人材不足により、

対応がままならない状況があり、県域や広

域での対応も検討する必要があります。聴

覚障がいや視覚障がいの当事者や関係者

と連携することで見えてきた課題を整理

し、障害者福祉施策に反映させます。

②共生社会の実現に向けて、障害や

障がい者（児）に対する理解を深める

ための啓発活動、教育、交流機会の充

実を図ります。

②・地域活動支援センターを活用し、利用者の創作的活

動、生産活動の機会の提供等を行いました。

・「障害者週間」にちなんだ啓発活動として、役場町民ホー

ルでのパネル展示と町内商業施設の協力により町内障害

者就労支援事業所が製作した手工芸品や花(か)卉(き)等

の店舗内販売を行いました。

・特別支援学校の児童生徒の受入れ交流機会の充実を図

りました。

①順調に進行 ②・障害者週間にちなんだ啓発活動に

ついては、町だけではなく町社会福祉

協議会や町内の障がい者福祉事業所

職員等も一緒に企画・立案し取り組め

ています。

・交流機会をもうけることで、障がい者

(児）に対する理解を深めることができ

ました。

②･町社会福祉協議会や障がい福祉事業所

等関係者の意見も聞きながら、障がいの有

無に関わらず交流できるような取り組みの

検討が必要となっています。

・今後も交流の機会をもうけていきます。

③令和 2 年度（2020）に策定した

「第5次南風原町障がい者計画・南風

原町第 6期障がい福祉計画・南風原

町第 2期障がい児福祉計画」に基づ

き、地域のニーズを踏まえつつ、福祉

サービスの充実を図り、各種取組を

推進します。

障がい者（児）に

とって暮らしや

すいまち

57.4% - 61% - ③・「第５次南風原町障がい者計画・南風原町第６期障がい

福祉計画・南風原町第２期障がい児福祉計画」に基づき各

施策の推進に取り組みました。

①順調に進行 ③・令和５年度に「第６次南風原町障が

い者計画・南風原町第７期障がい福祉

計画・南風原町第３期障がい児福祉計

画」を策定しました。計画に基づき各種

施策に取り組みます。

③･令和５年度に策定した「第６次南風原町

障がい者計画・南風原町第７期障がい福祉

計画・南風原町第３期障がい児福祉計画」

に掲げた各施策について、各関係機関と連

携しながら課題に取り組んでいきます。

④障がい者（児）の社会的自立ととも

に、生きがいづくりにつながるよう、

各関係機関と協力し療育及び教育、

就労支援等に取り組みます。

④・親子通園事業を通した通園児の療育支援や障害福祉

サービスとして相談支援事業所や関係機関と連携のもと、

療育及び就労等の支援を行いました。

①順調に進行 ④・親子通園事業をはじめ、療育支援

や障害福祉サービスとして、相談支援

事業所や関係機関と連携し、個々の状

況に応じた支援を行いました。

④・個々の生活状況や障がい特性により、

支援内容も異なりますが、最近は様々な課

題が混在するような相談内容が多く、マン

パワー不足が課題となっています。

（2）高齢者を支え

る体制の強化とサ

ービスの充実

①令和 2 年度（2020）に策定した

「第 9次南風原町高齢者保健福祉計

画」に基づき福祉サービスの充実を

図り、各種取組を推進します。

保健福祉課 要介護認定率

（要介護１～５）

12.6% 13.2% 12% 110％ ①・「第９次南風原町高齢者保健福祉計画」に基づき福祉サ

ービスの充実を図り、各種取組を推進しました。

①順調に進行 ①・「第９次南風原町高齢者保健福祉計

画」に基づき福祉サービスの充実を図

り、各種取組を推進しました。

①・令和５年度に策定した「第 10次南風原

町高齢者保健福祉計画」に基づき福祉サー

ビスの充実を図り、各種取組を引き続き推

進していきます。

②高齢者が住み慣れた地域で安心し

て暮らせるように、ニーズを踏まえた

②・「介護予防・日常生活支援総合事業」にて訪問介護や通

所介護、運動教室を実施し、高齢者が住み慣れた地域で安

①順調に進行 ②・手術後歩けなくなっていた高齢者

が介護予防・日常生活支援総合事業の

②･個人及び事業全体を通し PDCA に沿

って検証を行っていく必要があります。
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まちづくり

目標
節 施策の展開 施策の展開に紐付く細事業 担当課

KPI

【Do】事業の実績・取組状況

【Check】評価・取組の検証
【Action】

KPI・取組についての課題及び今後の取組指標名
参考値

（R2）

最新値

（R5）

目標値

（R8）

集計用

達成度
評価 取組の検証

上で、必要となる医療・介護・予防・住

まい・生活支援が包括的に確保され

るよう地域包括ケアシステムの構築

を図ります。

心して暮らせるよう包括的に取り組みました。 運動教室に通ったことで、筋力が回復

し、近くのスーパーに買い物に行ける

ほどに回復しました。

③認知症の予防と適時、適切な医療・

介護等へつなげられるよう体制を整

えます。認知症を正しく理解し、認知

症の方や家族を温かい目で見守る地

域づくりのための普及・啓発に取り組

みます。

③・認知症地域支援推進員を２名専属で配置し、認知症の

本人・家族等からの相談を受け、必要なサービスや医療に

つなげています。

①順調に進行 ③・認知症施策推進員が本人及び家族

等からの相談をしっかり受け必要なサ

ービスや医療につなげることができま

した。また、認知症カフェを開催するこ

とができました。

③･町民の認知症への早期対応につながる

よう、認知症ケアパスの周知も継続して行

う必要があります。

④高齢者の生きがいや社会参加、自

立した生活を支援していくため、高齢

者サロン等の居場所づくりや老人ク

ラブなど高齢者団体の支援等を行い

ます。また、これらの居場所交流の場

に行くことができない（交通手段がな

い）高齢者への外出支援サービスも

併せて行います。

④・町老人クラブ連合会及び単位老人クラブへ活動補助金

を交付し、令和４年度は16団体、令和５年度は15団体へ

支援を行いました。

①順調に進行 ④・高齢者が生きがいを持ち、いつま

でも社会参加が図られるよう、老人ク

ラブ連合会及び単位老人クラブへ助成

を行ないました。

④・老人クラブはその活動をとおして、高齢

者の生きがいと健康づくりに大きく寄与し

ていますが、役員のなり手不足や新規会員

の減少が課題となっています。今後の取り

組みとして、引き続き老人クラブへの助成

を行うとともに、活動の充実を図るために

必要な支援を行っていきます。

⑤高齢者が介護を必要な状態になら

ないため「介護予防・日常生活支援総

合事業」（ミニデイ、ちゃーがんじゅう

教室等）の充実を図ります。

⑤・各地域でのミニデイ及び運動教室、自宅参加型ちゃー

がんじゅう元気プロジェクトを開催しました。

①順調に進行 ⑤・運動教室ではプールの中のウォー

キングやストレッチ、筋力トレーニング

など幅広い運動教室を行いました。ミ

ニデイも町社会福祉協議会に委託し行

っています。

⑤・ミニデイは各地区公民館を利用して行

っていますが、地域によっては開催場所ま

での距離やボランティアスタッフの協力体

制などの影響で、受け入れが難しいことも

あります。ボランティアスタッフの育成等を

することで改善できるよう努めていきま

す。

４

工
夫
と
連
携
で
産
業
が
躍
動
す
る
ま
ち
（産
業
・雇
用
）

１
節

南
風
原
産
品
を
創
り
伸
ば
す
農
業
の
振
興

（1）農業基盤の強

化

①優良農地を確保し安定した生産環

境の整備を図るため、かんがい施設

や生産施設等の農業基盤の強化を図

ります。

産業振興課 遊休農地又は耕

作放棄地の面積

9.4ha 9.9ha 7.7ha 77.8％ ①・遊休農地解消及び農地深耕奨励補助金や畑地かんが

いのための井戸設置事業補助金の交付を行いました。

①順調に進行 ①・遊休地解消事業について令和和５

年度658千円実施しました。

①・遊休農地化を防ぐため、農地賃貸する

場合は農業委員会に届け出てもらうよう周

知に努めます。

②農地を有効活用し生産力の向上を

図るため、農地の保全・強化や土壌改

良をはじめ、人・農地プランの実質化

による遊休農地や耕作放棄地の解消

等、農地流動化・利用集積を図りま

す。

②・農地流動化・利用集積対策事業、認定農業者育成支援

事業を実施しました。

①順調に進行 ②・農地流動化事業について令和和５

年度は申請がありませんでした。また、

認定農業者育成支援については認定

更新に向けて取り組みました。

②・各支援事業について申請がない状況と

なっているため、周知を徹底すると共に、

周知方法についても検討を行います。

③ＡＩやドローンの導入等、新しい技

術を活用したスマート農業の推進を

図ります。

③・国や県の事業を活用しながらスマート農業支援事業の

ＰＲを行いましたが、希望者がいませんでした。

③未実施（検討

中、業務無し

等）

③・南風原町は中小規模農家が多く、ス

マート農業を導入する規模の農家が少

ない状況となっており、また初期投資

がかかることから、希望者がいない要

因と考えられます。

③・中小規模農家が多く、初期投資のかか

るスマート農業を導入するハードルが高い

ことが課題となっているため、先進地事例

の学習会などを行い、支援事業の内容や活

用方法について周知を図ります。

（2）農業経営の強

化

①農業経営基盤の強化を図るため、

意欲の高い就農者の経営規模の拡大

や新たに農業に従事する方への農地

提供を行うため、農地等の利用の最

適化を図ります。また、企業等の農業

経営への参入を促進します。

教育総務課・産

業振興課

- - - - - ①・農地の利用状況を把握し、遊休地化している土地所有

者へ耕耘の促しを行いました。また、貸借の要望等有れば

新規就農者及び新規参入者への農地斡旋を図りました。

①順調に進行 ①・農地の遊休地増加を抑制し、新規

就農者が就農しやすい環境を作ること

ができました。

①・今後営農意向調査を行い、農地の規模

拡大希望者と農地を貸したい所有者をマッ

チングすることでより農業の利用の最適化

を図っていきます。

②関係機関と連携し、安定した出荷・

供給体制の充実や地産地消の推進を

図るとともに、県内外・海外への販路

拡大に向けて、市場調査やＰＲ活動な

どの取組を支援します。

②・産地協議会を通して課題抽出を行い、流通面や市場価

格面での課題解決に向けて取り組みました。

①順調に進行 ②・産地協議会を活用した活動をする

ことで地産地消を推進することができ

ました。

②・産地協議会で出る課題解決に向けた取

組を実施することで南風原町の農業を盛

り上げていきます。

③学校給食における南風原産品の利

用を推進するとともに、町民が手軽

に入手しやすい環境整備に努めます。

③・南風原町産を多く取り扱っているくがに市場から野菜

を仕入れていますが、学校給食への地域農産物の提供数

は年々減少しています。

・学校給食における地域農産物の提供日数は減少していま

すが、今まで提供できていなかった新たな食材を使った給

食を提供できました。

・ＪＡをとおして学校給食での南風原産品の提供を促しま

す。また農産加工品のファーマーズマーケットでの販売を

推進します。

①順調に進行 ③・学校給食への地場野菜の供給体制

構築が確立できていない状況となって

いますが、今まで提供できていなかっ

た新たな食材を給食に提供することが

できました。

・関係機関との協力により、南風原町の

農産加工品を入手しやすい環境づくり

を行っています。

③・献立は早い段階で作成するため、計画

時点で安定して提供できる体制の構築が

課題となっています。引き続き地域農産物

の活用と、新たな食材の活用を検討してい

きます。

・JA やファーマーズマーケットを活用し、学

教給食提供や特産品販売のＰＲなどより身

近に感じてもらえるよう取り組んでいきま

す。

④南風原産品のブランド力の強化及

びブランド力に向けて農業団体や関

係機関等と連携し、安定した生産体

制の構築や品質管理をはじめ、ＰＲ活

動などの取組を推進します。

④・南風原産品の魅力について販売促進事業等でＰＲを行

うことで、地産地消の推進にも寄与しています。旬の時期

に販売促進事業を導入することで認知度を高める取り組

みを行っています。

①順調に進行 ④・販売促進事業を行うことで、南風原

産品の認知度向上に寄与しています。

④・南風原産品のブランド力を強化するこ

とで定時定量出荷を目指し、安定供給体制

の強化を図ります。

⑤安全・安心・健康などの消費者ニー ⑤・エコファーマーや特別栽培制度を農家に活用してもら ①順調に進行 ⑤・ファーマーズマーケットを活用し、⑤・エコファーマーマークや特別栽培制度
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まちづくり

目標
節 施策の展開 施策の展開に紐付く細事業 担当課

KPI

【Do】事業の実績・取組状況

【Check】評価・取組の検証
【Action】

KPI・取組についての課題及び今後の取組指標名
参考値

（R2）

最新値

（R5）

目標値

（R8）

集計用

達成度
評価 取組の検証

ズに対応した付加価値の高い農畜産

物の生産に向けて、農業団体や関係

機関等と連携を図り、優良品種等の

導入や調査研究等に取り組みます。

い、安心・安全の食材販売ができる環境づくりに取り組み

ました。

消費者向けの特別栽培制度シールを貼

り付ける事で販売促進を促していま

す。それにより優良品種導入者も増え

ています。

のシールを農家に活用してもらう事で、安

心安全のマークの紹介・PRを行う。優良品

種を消費者へPRを行います。

（3）担い手の育成 ①担い手農家を確保するため、認定

農業者制度の活用や、関係機関や農

業団体と連携して相談活動をはじ

め、農業研修、各種事業の情報提供な

ど、育成・支援に努めます。

産業振興課 認定農業者数 22人 20人 30人 66.7％ ①・認定農業者制度について周知を図り、更新漏れがない

よう案内を行いました。

②一部進行 ①・認定農業者の更新漏れにより担い

手が減少しないよう配慮しています。

①・認定農業者制度のメリットや制度の利

用促進などのPR、申請希望者の支援など

をおこないます。

②生産技術に関する情報共有や農家

同志の交流機会、優良農家へのインタ

ーン制度（技術移転）の導入、農畜産

物のＰＲ活動など多様な役割を担っ

ている農業団体の活動を支援しま

す。

②・普及事業連絡協議会活動の支援を行いました。 ①順調に進行 ②・普及事業連絡協議会の支援や農業

団体へ情報提供等行い支援につなげて

います。

②・更なる活動支援と農業団体同士の交流

機会を促進します。

③無料職業紹介所の活用を推進し、

農家と働きたい方のマッチングを図

ります。

③・無料職業紹介所をスムーズに活用できる体制づくりに

取り組んでいます。

②一部進行 ③・随時求職求人の募集を受け付けて

いますが、求職と求人のマッチングの

タイミングがうまくいかないことがあり

ます。

③・求人求職の件数増加を狙ったＰＲをお

こないます。

④遊休農地や耕作放棄地の地域町民

農園としての活用をするなど、興味を

持ってもらえることで、担い手の確保

を図ります。

④・農業に興味を持ってもらうため、ＪＡ所有の市民農園の

周知を行っています。また担い手確保に向け遊休地の土地

所有者へ解消を促し、就農相談を随時行っています。

②一部進行 ④・既存の市民農園の活用のみで、遊

休農地の市民農園への活用化は希望

者がいないため行えていません。

④・遊休農地の市民農園に向けた組織へ支

援を行います。

⑤障がい者等が農業分野で活躍する

「農福連携」を支援し担い手の確保を

図ります。

⑤・福祉サービスで農作業を行う事業者を把握し、希望が

あれば案内しています。

②一部進行 ⑤・福祉サービス事業者が独立運営し

ており、要望等はありませんでした。

⑤・関係課との情報交換等を行い農福連携

を支援します。

（4）他産業との連

携による 6 次産業

化の推進

①生産者、製造業、飲食店、町民など

多様な主体と連携し、農畜産物等を

活かした特産品開発を推進し、本町

の特性や独自性を活かした 6次産業

化に向けた取組を支援します。

教育総務課・産

業振興課

地域農産物を含

んだ学校給食の

実施日数

41日

/200日

12日

/200日

75日

/200日

16％ ①・町内のB～C級のスターフルーツをOEMでフレーバ

ーティに加工し、町内事業者で取り扱っています。

②一部進行 ①・これまで作成された町産農産加工

品をイベント毎にＰＲ販売をおこないま

した。また、町産スターフルーツのフレ

ーバーティの商品化に成功しました。

①・町独自の６次化産業を推進する支援事

業がなく、相談があっても県の支援事業し

か案内できないことが課題となっていま

す。

②農業・農地が持つ潤いのある景観

の創出や自然環境の保全、教育・体験

学習（食農教育）、学校給食への活用、

観光・レクリエーション、農作物を通し

た交流や健康増進などの機能を活か

した取組を推進します。

②・ＪＡより南風原町産かぼちゃを提供してもらい学校給食

に提供しました。

・学校給食に安全安心な地元産の食材を活用し、給食時間

の校内放送や給食だよりで使用食材の紹介及び産地の表

示を行いました。

・年に４回、町内保育所または小中学校の菜園にて、地域

の農家を招聘して児童生徒に、農業体験学習を行っていま

す。また、町産野菜を年に数回、学校給食の献立に取り入

れています。

①順調に進行 ②・学校給食に地域農産物の食材を取

り入れることで食育につながっていま

す。

・農業体験学習の授業を通して、農家と

学生との交流を行っています。学校給

食への定期的な地場野菜の供給がで

きていません。

②・学校給食における地域農産物の提供日

数が減少していることが課題となっていま

す。今後も安定的に地場野菜等を提供でき

る取り組みを推進します。

・令和元年度にこれまで学校給食に提供し

ていた企業が廃業し、地場野菜の提供数が

減少しています。献立は、早い段階で作成

するため、計画時点で安定して供給できる

体制の構築が課題となっています。給食セ

ンター、ＪＡ、くがに市場と連携し、供給日数

の増加に努めます。

２
節

賑
わ
い
・就
労
を
創
る
商
業
、
製
造
業
、
新
規
産
業
の
振
興

（1）商業、製造業等

の既存産業の振興

①本町における産業の現状や事業所

の支援ニーズについて把握し、実情に

即した効果的な産業振興を図ります。

産業振興課・ま

ちづくり振興課

事業所数（経済

センサス基礎調

査）

1,441 事業

所

（H28年）

- 1,759事業

所

- ①・令和４年度は中小企業・小規模企業振興推進協議会を

開催し、町内事業者の状況やニーズ等の意見を聴取するこ

とで、今後の支援施策について検討を行いましたが、令和

５年度は開催することができませんでした。また、令和４年

度、令和５年度において、新型コロナウイルス感染症や物

価高騰の影響を受ける事業者に対して支援金を給付する

など、事業者の実情に合わせた施策を実施しました。

②一部進行 ①・令和５年度は、中小企業・小規模企

業推進協議会が未開催だったものの、

町商工会と連携し、町内事業者に必要

な支援を実施するなど、その他の事業

については、順調に進んでいます。

①・事業者の意見聴取の場である協議会を

令和４年度に再発足しましたが、施策への

反映に至っていないため、中小企業・小規

模企業振興協議会にて意見聴取及びその

取りまとめを行います。協議会から提案の

あった中小企業・小規模企業の振興施策に

ついては、中小企業・小規模企業振興審議

会にて審議していただき、その結果を今後

の中小企業・小規模企業の振興施策へ反映

させていきます。

②製造業等の技術力向上を図るた

め、ＩＴの活用、得意分野の連携による

新たな商品の開発、産官学金等が協

力した高度化技術の導入・開発等へ

の支援に努めます。

②・町内事業者が地域資源を活用して製造及び販売する

商品を、消費者ニーズにあった魅力ある商品にブラッシュ

アップするための支援を行いました。また、商品の製造や

販売方法の課題を解決するために専門家を招聘するな

ど、町内事業者の技術力向上のための支援を行いました。

①順調に進行 ②令和４年度に商品改良の支援を実施

した商品は、販売向上率が前年度と比

べて 40％以上増加し、目標を達成す

る事ができました。

②・引き続き、町内の地域資源を活用した

商品の開発、ブラッシュアップの支援を行

います。

・県内外でのテスト販売会等を通して最新

トレンドや市場動向を把握し、消費者ニー

ズに対応した商品開発に取り組みます。ま

た、はえばる良品のブランド認証やプロモ

ーション、県内外での商談を実施し、販路

開拓にも取り組んでいきます。

③町内に立地している事業所等の業

務拡大等に伴う移転については、町

内での移転立地に向けた支援に努め

ます。

従業者数（経済

センサス基礎調

査）

14,829人

（H28年）

- 21,207人 - ③・町内事業者等の町内移転の相談等はありませんでした

が、土地利用推進班を新設し、相談体制の強化を図りまし

た。

①順調に進行 ③・町内事業者等の町内移転の相談等

はありませんでした。

・町内の企業から、移転・立地相談があ

り、その都度用途地域等の情報提供を

行なう支援を行ないました。

③・事業者からの相談内容に応じて、関係

課と連携し対応します。

･引き続き用途地域等の情報提供を行な

い、町内での移転立地や町外からの企業誘

致に向けて取り組んでいきます。
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まちづくり

目標
節 施策の展開 施策の展開に紐付く細事業 担当課

KPI

【Do】事業の実績・取組状況

【Check】評価・取組の検証
【Action】

KPI・取組についての課題及び今後の取組指標名
参考値

（R2）

最新値

（R5）

目標値

（R8）

集計用

達成度
評価 取組の検証

④工事の発注、物品及び役務の調達

等にあたっては、町内事業所への受

注機会の増大を図ります。

④・地元産品の優先使用については、例年７月に県産品優

先使用奨励月間として、庁舎に懸垂幕やのぼり旗を設置し

たり、町ホームページで広報するなどの取り組みを実施し

ています。

①順調に進行 ④・町内外への地元産品の優先使用に

ついてＰＲを実施しました。

④引き続き、町内外へ地元産品の優先使用

についてＰＲを実施していきます。

（2）集積している産

業を活かした新た

な展開

①医療・健康関連産業の連携やスポ

ーツコンベンション等による新たなビ

ジネス化の支援に努めます。

産業振興課 - - - - - ①・令和５年度に名古屋グランパスのキャンプ実施 10 周

年を記念して、開幕戦（トヨタスタジアム）で、南風原町ＰＲ

ブースを設置し、本町の特産品の販売を行いました。

①順調に進行 ①・南風原町ＰＲブースにおいて、町の

特産品の販売を行い、ブースを訪れた

グランパスサポーターからは、特産品

とグランパスのコラボ商品の要望が多

くありました。

①・今後は、町特産品とグランパスとのコラ

ボ商品など、消費者のニーズに合わせた商

品開発に取り組んできます。

②印刷関連産業や情報関連産業の技

術を活かした新たな展開の支援に努

めます。

②・令和５年度に那覇市久茂地の UFURUFU（ウフルー

フ）において、沖縄印刷団地協同組合（以下「組合」とい

う。）と共催で「紙と織布のマルシェ」を開催し、紙の端材や

「琉球かすり」などの織布のハギレを活用した商品を販売

しました。また、廃棄予定のダンボールを活用したダンボー

ル迷路を設置するなど、子どもも楽しめるイベントになる

よう関係事業者と協力して実施しました。

①順調に進行 ②・「紙と織布のマルシェ」を組合と共

催で行い、組合からは、「廃棄予定のダ

ンボール等が有効活用されて良かっ

た」との声がありましたが、組合や構成

企業の商品の販売は行っておらず、直

接的な売上につなげることができませ

んでした。

②・今後も継続してイベントが開催できる

よう、組合の売上につながるような取り組

みも検討します。

（3）企業の相談・支

援、雇用促進

①町商工会と連携した企業の経営改

善に向けた相談及び指導、各種制度

資金の活用など企業経営の安定化に

向けた支援に努めます。

産業振興課・ま

ちづくり振興課

創業相談等 12件 14件 20件 70％ ①・町商工会では、各種補助金制度やインボイス制度等に

関する相談窓口を設置するなど事業者のニーズに合わせ

た支援を実施しています。町では、町内企業の経営改善に

向けた相談及び指導や各種支援制度の活用を支援するた

め、町商工会に対して、商工業振興補助金の交付と運営資

金の貸付けによる支援を実施しました。なお、町商工会の

会員数は、令和３年度 863 会員、令和４年度末 941 会

員、令和５年度末958会員と増加傾向にあります。

①順調に進行 ①・町商工会と連携し、各種支援制度

等に関する相談窓口を設置するなど適

切に支援を実施することができまし

た。

①・今後も町商工会と連携し、事業者の支

援を実施します。また、国や県の支援制度

など最新の情報収集に努めます。

②無料職業紹介所については、町内

企業及び町民等への周知を図り、雇

用機会の提供及び企業支援に努めま

す。

求職者への相

談・紹介数

5回 6回 24回 25％ ②・求職者への相談・紹介数：令和４年度７回、令和５年度６

回

また、町ホームページに雇用サポートセンターの記事を掲

載しました。

②一部進行 ②・一定数の相談はあるが、実際の就

労につなげることができていません。

②・求職者と求人者のマッチングを行い、

実際に就業につなげるよう、雇用サポート

センターの周知を図ります。

③企業希望者については、町商工会

と連携して相談・制度活用に関する情

報提供を推進するなど、企業支援に

努めます。

③・令和４年度は22件、令和５年度は 14件、創業予定者

等から相談があり、町商工会で創業相談、事業計画作成支

援を実施するなど、創業支援等事業計画に基づく支援を

実施しました。

・土地利用推進班を新設し、起業希望者の相談や制度活用

に関する情報提供を行ないました。

①順調に進行 ③・町商工会と連携し、創業予定者等に

対して創業に向けた支援を実施するこ

とができました。

・起業希望者から、立地相談があり、そ

の都度用途地域等の情報提供の支援

を行ないました。

③・今後も町商工会と連携し、創業予定者

等の相談対応等、創業支援等事業計画に

基づいた支援を行います。また、町商工会

以外にも創業セミナーなどの特定創業支

援事業を実施する法人等がいることから、

創業者等のニーズに合わせて斡旋できる

ように日頃から連携を図っていきます。

･引き続き用途地域等の情報提供を行な

い、町内での起業を希望している方への支

援に取り組んでいきます。

（4）企業進出の環

境整備

①本町の産業構造等の特徴を踏まえ

て、戦略的に誘致すべき企業のあり

方や進出希望企業に対する産業用地

の確保（土地利用の見直し）など環境

整備の方策を検討します。

まちづくり振興

課

- - - - - ①・土地利用推進班を新設し、企業からの移転・立地相談

に関して用途地域等の情報提供等の支援を行ないました。

また、企業誘致を図るため、南風原南インターチェンジ周

辺の照屋地区の土地利用の見直しに取り組みました。

①順調に進行 ①・企業からの移転・立地相談等に対し

支援を行ないました。また、照屋地区の

組合施行の区画整理事業に向けて推

進することができました。

①・引き続き用途地域等の情報提供を行な

い、町内での移転立地や町外からの企業誘

致に向けて取り組んでいきます。また、照

屋地区の組合施行の区画整理事業を推進

し、その他の地区においても土地利用の見

直しを検討します。

３
節

地
域
の
連
携
で
創
る
観
光
の
振
興

（1）観光振興計画

の着実な推進と体

制の強化

①観光振興に係る推進体制の強化を

はじめ、新たな魅力づくり、滞在型観

光をめざした環境整備などの施策を

計画的に実施します。

産業振興課 民泊登録数 14家庭 ５家庭 15家庭 33.3％ ①・民泊については、民泊新法により届出申請が必要とな

ったことや、経営者の高齢化等による廃業が重なり大幅に

減少する結果となっています。

③未実施（検討

中、業務無し

等）

①・関連事業がなく、具体的な対応が

できていません。

①・観光協会や関連団体と連携し、民泊事

業者を増やすよう努めていきます。

②地域と連携して、観光に携わる人

材の育成に取り組みます。

観光ガイド人数

（内コーディネー

ターガイド）

28人

（16人）

39人

（14人）

40人

（20人）

97.5％

（70％）

②・シマじまガイド事業（ガイド育成事業）において、ガイド

育成に取り組みましたが、高齢化や育児等の理由によりガ

イドを辞める方もいるため、その人数は微増となっていま

す。

②一部進行 ②・シマじまガイド事業において、ガイ

ド育成を行っており、徐々にではあり

ますがガイド数を増やしています。

②・今後も観光ガイド数を増やし、県外への

ＰＲ活動を強化することで、観光客の増加

に取り組みます。

③町民に対して、観光資源の情報提

供をはじめ、まち歩きのイベント開催

など本町の観光資源について知っ

て・体験できる機会を創出するととも

に、町民も一体になった観光振興に

向けたおもてなし意識の醸成を図り

ます。

③・シマじまガイド事業（ガイド事業）において、令和４年度

は事業担当職を採用することができずガイド事業が減少し

ました（７回）が、令和５年度は計画的にガイドを実施しまし

た。（11回）

①順調に進行 ③・観光協会の人員不足の影響によ

り、事業実施に苦慮しています。

③・町内だけでなく、町外からの参加者が

増加するよう取り組みます。

④沖縄観光コンベンションビューロー

をはじめ、各種観光関連団体や関連

企業等を連携し、観光プログラムの設

定など広域的な施策の展開を図りま

す。

④・町観光協会と連携し観光事業に取り組んでいますが、

広域的な施策の展開には至っていません。

③未実施（検討

中、業務無し

等）

④・広域的な施策の展開には至ってい

ません。

④・他市町村の観光協会と本町観光協会の

連携に努めます。

⑤観光拠点における公衆Wi-Fi の通

信環境の向上を進め、観光客の利便

⑤・公衆WI-FIについては、利用状況や費用対効果を総合

的に判断した結果、令和４年度をもって事業を終了しまし

③未実施（検討

中、業務無し

⑤・公衆Wi-Fi のあり方について検討

します。

⑤・公衆Wi-Fi のあり方について検討する

必要があります。
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まちづくり

目標
節 施策の展開 施策の展開に紐付く細事業 担当課

KPI

【Do】事業の実績・取組状況

【Check】評価・取組の検証
【Action】

KPI・取組についての課題及び今後の取組指標名
参考値

（R2）

最新値

（R5）

目標値

（R8）

集計用

達成度
評価 取組の検証

性向上を図ります。 た。 等）

（2）新たな観光資

源の整備・活用

①風景、モノ、人集落景観など観光資

源カルテを作成し、新たな観光資源

の発掘・整備・活用への取組を推進し

ます。

産業振興課 - - - - - ①・観光資源カルテは作成できていませんが、シマじまガイ

ド事業等において各字の観光資源発掘に努めています。

②一部進行 ①・観光協会実施のシマじまガイド事業

等において史跡等についてのガイド事

業を行っていますが、風景や集落景観

については十分にスポットをあてきれ

ていません。

①・風景や集落景観に重点をおいた観光資

源の発掘に取り組みます。

②町内のスポーツ施設をはじめ、医

療機関など集積している産業や農産

物を活かした「食」など、本町の特徴

ある資源の観光への活用を推進しま

す。

②・観光ＰＲ事業において、ＳＮＳで町内の飲食店情報の掲

載・ＰＲを実施しています。また、町特産物のへちまやかぼ

ちゃのＰＲも行っています。

②一部進行 ②・ＳＮＳを利用しＰＲを行っています

が、ＰＲ方法も含め検討を行っていく必

要があります。

②・県外へも情報発信を行えるよう観光協

会とＰＲ方法について検討していきます。

③町の魅力ある資源について町民を

はじめとして広く意見を募るなど、新

たな観光資源の発掘に取り組みま

す。

③・町民向け観光アンケート等については実施できていま

せんが、随時町の魅力ある資源について調査をしていま

す。

③未実施（検討

中、業務無し

等）

③・どのような手法で意見を募るか検

討する必要があります。

③・観光協会と連携し、町観光資源の発掘

について調査を行っていきます。

（3）既存資源の活

用・魅力向上の推進

①町内の史跡等や優れた景勝地等の

活用を図ります。

産業振興課 観光ツアー数 476人/8

回

189人

/18回

500人/12

回

37.8％

/150％

①・シマじまガイド事業において、各字の史跡めぐり等を行

っています。

②一部進行 ①・シマじまガイド事業で町内史跡を回

ることで、活用を図ることができまし

た。

①・シマじまガイド事業において史跡等の

更なる活用を図ります。

②平和学習をはじめ、かすりの里、綱

曳き等の地域の歴史・文化・芸能など

の観光資源の活用を促進するととも

に、着地型観光プログラムの開発な

ど、観光プログラムの内容の充実化

を図ります。

②・町観光協会によるかすりの道ツアーやシマじまガイド

事業において、同じ字でも毎回内容の異なるガイド事業を

行っています。しかし、令和４年度、令和５年度においては

人手不足のため、大人数参加の観光ツアーを実施すること

ができず、目標を大きく下回る結果となりました。

②一部進行 ②・町外、県外での認知度が低いため、

ＰＲ方法について検証が必要です。

②・着地型観光には至っていないため、更

なる観光プログラムの充実や効果的なＰＲ

を図る必要があります。

③本町の名所・史跡など個々の観光

資源をネットワークし、点から面への

観光プログラムを設定するとともに、

緑化や集落景観の形成などのまちづ

くり活動を通して、町全体の魅力向上

を図ります。

③・シマじまガイド事業において、各字のガイド事業などを

行っています。

②一部進行 ③・これまでの事業実績について取り

まとめができていないため、取りまと

める必要があります。

③・これまでの実績を活用し、観光協会の

ホームページなどで公開することでＰＲ行

い町の魅力向上を図ります。

④脚本家の金城哲夫、飛び安里など

の所縁のある偉人を活かしたイベント

や観光施策を推進します。

④・ヒーローのまちづくり事業において、金城哲夫氏や偉

人を活かしたイベントを実施しています。（ウルトラマンショ

ー、新春凧上げ大会、劇団海における偉人をテーマにした

劇の実施）

②一部進行 ④・県外来場客が少ないため、県外へ

のＰＲ強化をする必要があります。

④・ヒーローのまちづくり事業についての

認知度を向上させるため、町内だけでな

く、町外及び県外でも事業を実施できるよ

う取り組んでいきます。

（4）観光情報発信

の充実

①町観光協会をはじめ、町のホーム

ページ、アプリなどで提供している観

光に関する情報の充実化、動画配信

サービス（YouTube）など多様な媒

体での広報に努めます。

産業振興課 - - - - - ①・観光協会における YouTube（兼城十字路ｃｈ）や、町

や観光協会のホームページ及び各ＳＮＳで広報を行ってい

ます。

①順調に進行 ①・観光協会ＳＮＳでは順調に配信数を

増やしており、町ＳＮＳもフォロワー数

を順調に伸ばしている等、順調に推移

しています。

①・観光協会及び町ホームページで情報発

信を行っていますが、県外での認知度が低

いため、ＳＮＳを中心に更なるＰＲを行って

いきます。

②各種イベントの開催、本町のイメー

ジキャラクターと伝統工芸の琉球絣･

南風原花織を観光ＰＲツールとして有

効活用するなど、町内外におけるＰＲ

活動を推進します。

②・琉球絣の女王やはえるんの各々のＳＮＳにおいて町及

び町観光についてＰＲを行っており、どちらも順調にフォ

ロワー数を伸ばしています。令和５年度にはグランパス関

連イベントとして愛知県豊田市在豊田スタジアムにおける

名古屋グランパス開幕戦において、はえるんや琉球絣の女

王がイベント等に参加し、本町及び町観光についてＰＲする

ことができました。

①順調に進行 ②・ここ数年県外でのＰＲ活動を行って

いませんでしたが、令和５年度にグラン

パス関連イベントを行うことができまし

た。

②・県外でのイベントに積極的に参加する

ことで、本町や本町の観光、イメージキャラ

クター等の認知度を向上させます。

４
節

歴
史
と
伝
統
を
誇
る
工
芸
産
業
の
振
興

（1）経営環境の改

善への支援

①伝統工芸産業の自立に向けた総合

的な支援に努めます。

産業振興課 琉球絣等従事者

数

166人 161人 170人 94.7％ ①・琉球絣事業協同組合が作成している振興計画に基づ

き、後継者育成事業や需要の開拓の支援を行いました。

①順調に進行 ①・令和３年度に認定された各振興計

画（琉球絣：第８次、南風原花織：第２

次）に基づいた事業を実施することが

できました。

①・引き続き、琉球絣事業協同組合と連携

して、総合的な支援を行っていきます。

②伝統的な織物としての技術を継承

し、ブランドを維持するとともに、消

費者のニーズに対応した需要の高い

商品開発及び販路開拓に向けた取組

を支援します。

②・琉球絣事業協同組合に対して、琉球絣・南風原花織振

興事業費補助金の交付や運営資金の貸付による支援を行

いました。

【琉球絣事業協同組合での販路開拓(県内外展示会、展示

即売会回数)】

令和４年度 ： 12回

令和５年度 ： 10回

①順調に進行 ②・補助金と貸付金による支援を行

い、琉球絣事業協同組合での商品開発

及び販路開拓等の取組を支援すること

ができました。

②・引き続き、琉球絣事業協同組合が実施

する商品開発及び、販路開拓の取組へ支援

を行います。

③町民向けのイベント開催や体験学

習など、町民が伝統芸能に親しむこと

ができる環境づくりに取り組みます。

琉球絣等生産額 144,667

千円

163,194

千円

204,667

千円

79.7％ ③・庁舎１階町民ホールで展示販売会を実施しました。ま

た、琉球絣事業協同組合では、通年で、コースター織りの

体験学習を実施しています。

①順調に進行 ③・役場庁舎での展示販売会や織り体

験を実施することで、町民が伝統工芸

に親しむことができる環境づくりに取

り組むことができました。

③・引き続き、町民が伝統工芸に親しむこ

とができる環境づくりに努めます。

④琉球絣事業協同組合及び町観光協

会、役場等のホームページやその他媒

体を活用して掲載情報の充実化を図

り、町民、県内外・海外への情報発信

に取り組みます。

④・町及び琉球絣事業協同組合、町観光協会のホームペー

ジ、ＳＮＳ等を活用し、様々な情報発信に取り組みました。

①順調に進行 ④・ホームページ、ＳＮＳ等を活用し、

様々な情報発信に取り組みました。

④・周知・宣伝についてまだまだ不足して

いることから、引き続き町民をはじめ、県

内外に対して、情報発信に努めます。
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まちづくり

目標
節 施策の展開 施策の展開に紐付く細事業 担当課

KPI

【Do】事業の実績・取組状況

【Check】評価・取組の検証
【Action】

KPI・取組についての課題及び今後の取組指標名
参考値

（R2）

最新値

（R5）

目標値

（R8）

集計用

達成度
評価 取組の検証

（2）後継者育成支

援

①「デザイン・くくり」「染色」「製織」な

どの各工程における後継者の育成を

はじめ、すべての工程に精通したコー

ディネーターの育成など、伝統工芸産

業の将来を見据えた長期的な視点で

の後継者育成を支援します。

産業振興課・学

校教育課

新規担い手者数 延べ60人

（年 8人）

延べ90人

(年8人)

延べ 100

人

（年8人）

90％ ①・琉球絣事業協同組合にて、総合的知識から技術・技法

の習得を目的とした、後継者育成事業を実施しました。

【琉球絣事業協同組合での後継者育成人数】

令和４年度 ： 琉球絣６人、南風原花織５人

令和５年度 ： 琉球絣４人、南風原花織４人

①順調に進行 ①・琉球絣事業協同組合にて、後継者

育成事業を実施することができまし

た。

①・高齢化による従事者数の減少、後継者

不足により分業体制の維持が厳しい状況

にあることから、引き続き担い手の育成が

必要となっています。今後は状況にあわせ

た、後継者育成事業に取り組んでいきま

す。

②町内の児童・生徒をはじめ、伝統工

芸産業に興味のある方に対する体

験・学習機会の提供やインターン制度

の実施、研修費用の支援など、多様な

人材育成及び確保を図ります。

②・町内小中学校の総合学習による体験学習を行いまし

た。

令和４年度 ： ３回

令和５年度 ： ２回

・講師を招聘して、町内の特産物や琉球絣等の伝統文化を

伝える授業を行いました。

①順調に進行 ②・琉球絣事業協同組合にて、町内の

小中学校の総合学習の授業で体験学

習をすることができました。

・児童生徒へ町内の伝統文化について

学習の機会をもうけることができまし

た。

②・町内小中学校の総合学習での利用が減

少傾向にありますが、受け入れを継続でき

るよう様々な支援を行います。

・継続して児童生徒へ学習の機会をもう

け、人材育成に取り組んでいきます。

（3）観光関連産業

等との連携による

展開

①琉球絣や南風原花織と他産業との

連携による各工芸相互の体験の場な

どのプログラムづくりに取り組みま

す。

産業振興課 - - - - - ①・町観光協会実施の、かすりの道ツアーでの織り体験を

実施しました。

令和４年度１回、令和５年度３回

①順調に進行 ①・琉球絣事業協同組合と町観光協会

が連携し、順調に実施することができ

ました。

①・国内の方、海外の方両方を対象に、か

すりの道ツアーを実施します。

②独自のイベント開催や観光関連イベ

ントと連携した取組など、多様なＰＲ

活動を推進します。

②・独自イベント、観光関連イベントと連携した取組等実施

しました。

【独自イベント】

令和４年度：びんがた組合との合同販売会

令和５年度：かすりの里まつり

【観光関連との連携イベント】

かすりの道ツアー(織り体験)：令和４年度１回、令和５年度

３回

美ら島おきなわ文化祭-お茶会(令和４年度)２日間開催

(ヒーローのまちづくり事業)かすり会館でのセブンかすり

の展示(令和５年度)

①順調に進行 ②・独自イベント、観光関連イベントと連

携したイベントともに、順調に実施する

ことができました。

②・引き続き、独自イベント、観光関連イベ

ントと連携した取組を実施し、多様な PR

活動に努めます。

③観光関連産業をはじめ、異業種、他

産地との多様な連携を図り、観光プ

ログラムの開発や商品開発等によっ

て伝統芸能産業の活性化に取り組み

ます。

③・琉球絣事業協同組合と町観光協会、町商工会の連携に

よる、商品開発に取り組みました。

町観光協会：ヒーローのまちづくり事業でのセブンかすり

町商工会：はえばる良品でのGo-Maai 商品

①順調に進行 ③・町観光協会、町商工会と協力し、順

調に実施することができました。

③・引き続き、町観光協会や町商工会等と

連携と図り、伝統工芸産業の活性化に取り

組みます。

５

み
ど
り
と
ま
ち
が
調
和
し
た
安
全
・安
心
の
ま
ち
（都
市
基
盤
・安
全
・
安
心
）

１
節

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

（1）防災体制の強

化と推進

①「南風原町地域防災計画」に基づく

総合的・体系的な防災施策を推進し、

適時、社会状況を踏まえた見直しを

行います。また、大規模災害等におい

ても必要な行政機能を維持・継続す

るための業務継続計画（ＢＣＰ）を策定

し、全庁的な取組を推進します。

総務課・保健福

祉課

自主防災・防犯

組織数

4団体 6団体 9団体 66.7％ ①・社会状況を踏まえ地域防災計画の見直しを行いまし

た。

①順調に進行 ①・関係機関と協力して防災計画の見

直しを図ることができました。

①・地域防災計画をもとに、様々なマニュア

ル作成に取り組んでいきます。

②地域（各字・自治会）、学校等におけ

る避難訓練等を通し、防災意識の向

上を継続的・実践的に推進するため、

自主防災組織の設立及び訓練等を支

援します。

②・令和５年度に自主防災組織補助金交付要綱を策定し、

組織結成および活動促進に対する支援を行いました。また

区長会等を通じて組織が実施する防災訓練への助言等を

行いました。

①順調に進行 ②・補助金交付要綱策定により、活動

への支援が充実しました。

②・防災訓練の実施や自主防災組織活動へ

の助言等支援に取り組んでいきます。

③災害時における避難誘導をはじ

め、避難所での高齢者や有病者、子ど

もへの対応など、平時より点検・調査

研究を進め、行政と町民の役割分担

や支援する側の潜在的な人的資源の

活用など、災害時に速やかに対応で

きる環境づくりに取り組みます。

③・令和５年度の防災訓練において、参加した町民自ら避

難所の間仕切り設置等を体験してもらうなど、内容を工夫

して実施しました。

・令和４年度：災害時要支援者名簿更新、台風時の医療的

ケア児避難に向けた協議等を実施しました。

令和５年度：避難行動要支援者名簿に関する条例制定（個

人情報保護法改正に伴う）、同条例施行規則制定、及び災

害時要支援者名簿取扱要綱を避難行動要支援者名簿取扱

要綱へ全て改正、医療的ケア児支援検討会などを実施しま

した。

①順調に進行 ③・防災訓練や出前講座等を通じて直

接町民の防災知識の向上に寄与するこ

とができました。

・令和４年度：災害時要支援者名簿取扱

要綱の規定どおり名簿の更新を行いま

した。台風時に医療的ケア児が避難所

へ避難する際の課題等検討やシミュレ

ーションを保護者や支援者と行うこと

ができました。

令和５年度：避難行動要支援者名簿に

関する条例及び関係例規の整備に時間

を要し、名簿の更新ができませんでし

た。医療的ケア児支援検討会を医療関

係者、福祉事業所関係者、行政等関係

機関が集まって実施することができま

した。医療的ケア児の保護者へ「蓄電池

の充電お願いカード」を配布し、緊急時

に役場等でカードを提示するだけで蓄

電池等への充電ができるよう体制を整

えました。

③・要配慮者への対応等を関係部署と連携

し、災害に対応できる環境づくりに取り組

んでいきます。

・避難行動要支援者名簿の更新について介

護広域連合や他部門の情報を抽出し統合

するなど作成に時間を要していることや、

台風等災害時の医療的ケア児の避難所確

保や市町村医療的ケア児コーディネーター

の育成など課題が多い状況です。

今後の取り組みとして避難行動要支援者

名簿の作成については、短期間で定期的に

更新できるよう調査・研究を行います。災

害時に医療的ケア児及びその保護者が困

らないよう、連携を密にし個別対応を行う

中で、町として支援の方向性を整理してい

きます。

（2）地域と協働した

防犯・安全体制の確

①防犯灯や交通安全施設の設置な

ど、地域における安全・安心な環境基

総務課・都市整

備課

地域・学校にお

ける防災訓練回

16回 17回 16回 106.3％ ①・地域から要望のある危険箇所へ「交通安全表示（電柱

幕等）」の設置や各自治会からの要望をヒアリングし、「交

②一部進行 ①・地域の要望をヒアリングしながら交

通安全意識向上に寄与しました。

①・地域の要望をヒアリングしながら安全・

安心な環境基盤づくりに向け今後も取り組
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まちづくり

目標
節 施策の展開 施策の展開に紐付く細事業 担当課

KPI

【Do】事業の実績・取組状況

【Check】評価・取組の検証
【Action】

KPI・取組についての課題及び今後の取組指標名
参考値

（R2）

最新値

（R5）

目標値

（R8）

集計用

達成度
評価 取組の検証

立と推進 盤づくりを地域と協働し取り組みま

す。

数 通安全表示」の配布を行いました。

・各字・自治会に防犯灯設置及び修繕費用に対し補助金を

交付しました。また、道路の区画線やグリーンベルトの整備

を行いました。

・防犯灯の補助金を交付することや、道

路の区画線等を整備することで安全・

安心な環境基盤づくりを行うことがで

きました。

んでいきます。

・今後も防犯灯の設置等に補助金を交付す

ることや、南風原町総合交通戦略において

示されている生活道路安全対策を推進し

ます。

②各字・自治会や各種団体との継続

的な連携、「子ども 110番の家」登録

店舗の活用によるマンパワーの確保

と育成を図ります。

災害に強いまち

づくりに関する

取り組みへの町

民満足度

29% - 55% - ②・自治会や各種団体との継続的な連携により、不審な情

報があった際はホームページやLINE等で周知を行いまし

た。

②一部進行 ②・自治会や各種団体との継続的な連

携を行っていますが、「子ども 110 番

の家」登録店舗等の情報共有が不十分

となっています。

②・最新の「子ども 110 番の家」登録店舗

等を確認して、地域との情報共有に取り組

んでいきます。

（3）減災のまちづく

りへの取組

①防災・防犯への取組は、普段の地域

活動の蓄積や経験が基本となること

から、ハードとソフト両面からの視点

によるまちづくりの調査・研究を進

め、関連施策との連携を図ります。

総務課・まちづく

り振興課

災害に強いまち

づくりに関する

取り組みへの町

民満足度

29% - 55% - ①・地域の要望をヒアリングしながら、河川監視カメラの整

備を関係課と連携して進めました。

・令和３年度に策定した南風原町都市計画マスタープラン

に基づき、防災・減災の取り組みを進めており、災害に強

いまちづくりに向けて事業を展開しています。

②一部進行 ①・防災・防犯の注意喚起が必要となっ

ています。

・南風原町都市計画マスタープランに

基づき、土砂災害、治水、津波浸水、震

災・火災の対策を行っています。

①・冠水の注意喚起等の看板設置やハザー

ドマップの更新を行います。

・引き続き、災害に強いまちづくりに取り組

むため、南風原町都市計画マスタープラン

に基づき、各施策を実施していきます。

②日常的な公園利用や散策ルートな

どが、災害時の避難場所や避難ルー

トになるような災害・非常時に有効に

機能するまちづくりを図ります。

②・児童館や自治会等と避難場所や避難ルートについて、

講座や訓練を行いました。

②一部進行 ②・避難場所や避難ルートについて講

座や訓練を行い、災害時に有効に機能

することを周知できました。

②・引き続き避難場所や避難ルートについ

て講座や訓練等を行い、災害・非常時に有

効に機能するまちづくりを図ります。

２
節

快
適
で
文
化
的
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

（1）緑地の保全 ①民有地の丘陵緑地については、都

市的土地利用への転用が可能であ

り、災害・景観等の面から、今後も緑

地保全対策のあり方を検討します。

まちづくり振興

課

緑化に関する助

成制度活用団体

数

6団体 - 10団体 - ①・令和３年度に策定した南風原町都市計画マスタープラ

ンに基づき、防災・減災の取り組みを進めており、災害に強

いまちづくりに向けて事業を展開しています。

①順調に進行 ①・南風原町都市計画マスタープラン

に基づき、土砂災害、治水、津波浸水、

震災・火災の対策をしています。

①･引き続き、災害に強いまちづくりに取り

組むため、南風原町都市計画マスタープラ

ンに基づき、各施策を実施していきます。

②荒廃地及び丘陵地の緑化等による

質の向上など、緑地の保全と整備（緑

道整備等）に取り組みます。

公園や緑地の保

全や充実に関す

る取組への満足

度

45% - 50% - ②・令和３年度に策定した南風原町都市計画マスタープラ

ンに基づき、道路や公園等の緑地の保全と整備を計画して

います。

①順調に進行 ②・南風原町都市計画マスタープラン

に基づき、道路や公園等の緑地の保全

と整備の対策をしています。

②・引き続き、緑地の保全と整備のために、

南風原町都市計画マスタープランに基づ

き、各施策を実施していきます。

（2）公園・広場の整

備

①公園整備については、人口増加に

伴い子育て環境や身近な生活環境の

面からも地区内の小規模公園・広場

の整備を検討します。

都市整備課・こ

ども課

公園や緑地の保

全や充実に関す

る取組への満足

度

45% - 50% - ①・津嘉山公園の多目的広場を整備し部分共用開始を行

いました。

・「遊び場及び遊具設置等補助金」を活用し、字に整備する

補助を実施しました。

②一部進行 ①・良好な都市環境機能を確保するた

め、さらなる整備が必要となっていま

す。

・申請する字に補助を実施しています

が、年度により相談件数が増減するた

め、予算が不足する恐れがあります。

①･今後も計画的に事業を推進し、部分的

な供用を開始するなど、事業の効果が早期

に現れるよう努めます。

・今後も相談件数による予算不足がないよ

う調整を行いながら、「遊び場及び遊具設

置等補助金」を継続実施し、子どもたちを

事故から守り、健全な育成を図っていきま

す。

②新たな公園・広場の整備や維持管

理にあたっては、町民との協働によ

る取組を推進します。

②・津嘉山公園の植栽については地元住民と相談の上で

決定し、また、３公園の維持管理については地元の区及び

自治会が指定管理者として実施しています。

②一部進行 ②・住民の意見を反映し、地域に根ざし

た公園づくり及び効率的かつ効果的な

管理運営を行うことができました。

②･公園利用者や地域住民の要望を、今後

の整備や維持管理に反映させるよう努め

ていきます。

③公園に遊歩道を整備し、ウォーキン

グ、散策、自然観察など楽しめる空間

作りを推進します。

③・津嘉山公園の一部の遊歩道を整備し供用開始を行い

ました。

②一部進行 ③・住民の健康増進や自然を楽しむこ

とに寄与できるよう、さらなる整備が

必要となっています。

③・今後も計画的に事業を推進し、部分的

な供用を開始するなど、事業の効果が早期

に現れるよう努めます。

（3）水辺空間の保

全・活用及び水と緑

のネットワーク

①南風原ダム等のため池や河川等の

水辺空間の保全・活用のあり方につ

いて、検討します。

住民環境課・ま

ちづくり振興課・

都市整備課

- - - - - ①・はえばるエコセンターの環境学習講座で国場川の水の

観察会を実施しました。

①順調に進行 ①・夏休み期間中に国場川の水の観察

会を実施し、子ども達に水辺の環境学

習につなげる取り組みを実施しまし

た。

①・はえばるエコセンターの環境学習や各

種一般講座の充実を図ります。

・南風原ダム等のため池や河川等につい

て、安全性の確保と親水性とのバランスが

課題となっています。

・生態系の保全や老朽化した施設の安全管

理が課題となっています。

②貴重な資源である河川環境改善の

ため、町民の意識高揚を図り、地域と

連携した水辺をきれいにする会（仮

称）の組織づくりと機運づくりを推進

します。また、関係市町及び団体等と

連携して水質浄化に取り組みます。

②・国場川の関係市町による「国場川水あしび」を開催し、

水辺の環境保全の大切さの意識高揚を図りました。

①順調に進行 ②・事業の実施により町民の河川環境

改善に対する意識高揚に寄与できまし

た。

②・町民との連携にむけた、関心を引き出

す取組を検討します。

③都市の中における貴重な資源であ

る水辺空間は、周辺環境も含め自然

観察・環境学習の場としての活用、

蛍・とんぼ等の生物の多様性の保全・

活用を図ります。

③・はえばるエコセンターの環境学習講座で様々な観察会

を行い、水辺空間の観察などの活動を実施しました。

①順調に進行 ③・昼や夜間の公園などで観察会を実

施し、水辺にすむ生物などの環境学習

を実施しました。

③・はえばるエコセンターの環境学習や各

種一般講座の充実を図り、参加者増に向け

て町民ニーズの把握に努めていきます。

④広場や河川沿いの緑道の整備を図

るとともに、街路樹が整備された幹

線道路やかすりの道など、これまでの

ストックの利活用について評価・分析

を行います。

④・南風原町都市計画マスタープランや南風原町景観計画

に基づき、良好な景観や緑陰の確保に取り組んでいます。

②一部進行 ④・良好な景観や緑陰の確保に取り組

んでいますが、利活用について評価･分

析まで実施できていない状況です。

④・今後は、既存の幹線道路やかすりの道

等でどのように利用が進められているの

か評価・分析を行い、さらなる利活用に向

けて検討を行います。

・多様なニーズへの対応やデータ収集と評

価、分析手法が課題となっています。

⑤評価・分析を基に、点や線として整

備されてきた基盤をネットワーク化

⑤・南風原町都市計画マスタープランや南風原町景観計画

に基づき、良好な景観や緑陰の確保に取り組んでいます。

②一部進行 ⑤・南風原町都市計画マスタープラン

や南風原町景観計画に基づき、良好な

⑤･引き続き、南風原町都市計画マスター

プランや南風原町景観計画に基づき、良好
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まちづくり

目標
節 施策の展開 施策の展開に紐付く細事業 担当課

KPI

【Do】事業の実績・取組状況

【Check】評価・取組の検証
【Action】

KPI・取組についての課題及び今後の取組指標名
参考値

（R2）

最新値

（R5）

目標値

（R8）

集計用

達成度
評価 取組の検証

し、景観づくりや健康づくりなど多様

な波及効果のある施策づくりに努め、

利活用に向けて町民との情報共有を

図ります。

景観や緑陰の確保に取り組むことがで

きました。

な景観や緑陰の確保に取り組んでいきま

す。

（4）個性ある美しい

住環境の保全・創出

①「南風原町景観計画」に基づき、良

好な景観づくりへの誘導を図ります。

まちづくり振興

課・区画下水道

課

- - - - - ①・南風原町都市計画マスタープランや南風原町景観計画

に基づき、良好な景観や緑陰の確保に取り組んでいます。

①順調に進行 ①・南風原町都市計画マスタープラン

や南風原町景観計画に基づき、良好な

景観や緑陰の確保することができまし

た。

①・引き続き、南風原町都市計画マスター

プランや南風原町景観計画に基づき、良好

な景観や緑陰の確保を推進していきます。

②道路管理協定等による町民及び各

種団体と行政との役割分担、支援の

あり方など、協働によるまちづくりに

向けた取組の充実・強化を図ります。

②・事業実績なし ③未実施（検討

中、業務無し

等）

②・事業実績なし ②・町民との連携にむけ、関心を引き出す

具体的な取組や、役割分担、支援のあり方

など、制度の構築が課題となっておりま

す。

③緑化推進のための助成制度の発展

的な利活用を図ります。

③・事業実績なし ③未実施（検討

中、業務無し

等）

③・事業実績なし ③・事業実績なし

④生活に密接に関係する生活道路や

沿道については、狭隘道路のアクセス

性向上等のハード的に対応する面と、

ブロック塀の生垣化などソフト面も含

めたきめ細かい対応のあり方を検討

します。

④・南風原町交通基本計画及び南風原町総合交通戦略を

策定し、生活道路の安全性を向上させるための根拠づくり

を行いました。また、生活道路安全対策協議会を立ち上

げ、津嘉山小学校、北丘小学校地区の安全対策を検討しま

した。

①順調に進行 ④・南風原町交通基本計画及び南風原

町総合交通戦略を策定したことによ

り、今後の事業展開が行いやすくなり

ました。また、生活道路安全対策協議

会を立ち上げ、津嘉山小学校、北丘小

学校地区の安全対策を検討できまし

た。

④・引き続き、生活道路の安全性を確保す

るために、様々な検討を行ない、事業化で

きるよう取り組んでいきます。

⑤道路等の公共事業の導入に際して

は、街路樹の植栽に努め、緑陰のある

まちづくりを図ります。

⑤・事業実績なし ③未実施（検討

中、業務無し

等）

⑤・事業実績なし ⑤・街路樹は都市環境の改善や美化に大き

く貢献するが、適切な管理方法や予算化が

課題となっています。

⑥津嘉山北地区については、引き続

き土地区画整理事業を推進し、地区

計画に基づき、快適で利便性の高い

良好な市街化環境の形成を図りま

す。

⑥・地区計画に基づき市街化環境の形成に取り組んでいま

す。

①順調に進行 ⑥・土地区画整理法第 76 条による建

築行為の許可を適切に行い、事業を進

めることができました。

⑥・今後も地区計画に基づいた市街化整備

をまちづくり振興課と連携し取り組んでい

きます。

⑦自然、利便性、快適性に配慮した質

の高い住環境の創出を図ります。

⑦・南風原町都市計画マスタープランや南風原町景観計画

に基づき、自然環境や景観に配慮した町並みを形成してい

くとともに、住宅リフォーム助成事業等で、利便性・快適性

に配慮した質の高い住環境を創出しています。

①順調に進行 ⑦・南風原町都市計画マスタープラン

や南風原町景観計画に基づき、良好な

自然環境や景観に配慮した町並みを形

成することができ、住宅リフォーム助成

事業で利便性・快適性に配慮質の高い

住環境を創出できました。

⑦・引き続き、南風原町都市計画マスター

プランや南風原町景観計画に基づき、良好

な自然環境や景観に配慮した町並みを形

成していくとともに、住宅リフォーム助成事

業で利便性・快適性に配慮質の高い住環境

を創出に寄与していきます。

（5）都市と農村の

調和

①新たに市街化区域に編入された地

域（喜屋武・本部・照屋等）について

は、用途地域に応じた土地利用を図

り、市街地と農地の棲み分けを推進し

ます。

まちづくり振興

課

- - - - - ①・南風原町都市計画マスタープランや南風原町景観計画

に基づき、用途地域に応じた土地利用を行っています。

①順調に進行 ①・南風原町都市計画マスタープラン

や南風原町景観計画に基づき、用途地

域に応じた土地利用を図ることができ

ました。

①･引き続き、南風原町都市計画マスター

プランや南風原町景観計画に基づき、用途

地域に応じた土地利用を図っていきます。

②地域の独自性やオリジナリティのあ

るまちづくりをめざし、地区毎の土地

利用のあり方について、地元と協働

で取り組みます。

②・土地利用の見直しにおいて、地権者の意向も踏まえな

がら推進しています。

①順調に進行 ②・地権者の意向も踏まえながら土地

利用の見直しを推進することができま

した。

②･引き続き、土地利用のあり方について、

地権者の意見も踏まえながら取り組みま

す。

③那覇空港自動車道南北インターチ

ェンジ周辺地区など、広域交通の都

市基盤を活かした土地利用のあり方

について、関係者と連携し、継続して

取組を強化します。

③・那覇空港自動車道南北インターチェンジ周辺地区の地

権者にアンケートをとり、土地利用の意向調査を実施しま

した。

①順調に進行 ③・那覇空港自動車道南北インターチェ

ンジ周辺地区の地権者にアンケートを

とり、土地利用の意向調査することが

できました。

③･引き続き、那覇空港自動車道南北イン

ターチェンジ周辺地区の地権者の意向に沿

えるような形で土地利用を推進していきま

す。

（6）下水道整備の

促進

①公共下水道（汚水）は、土地区画整

理事業や道路整備事業等の基盤整備

と連携し整備を行い、あわせて人口

集中区域の整備を推進します。

住民環境課・ま

ちづくり振興課・

区画下水道課

下水道計画面積

整備率

62% 64% 67% 95.5％ ①・汚水事業について津嘉山北地区区画整理地内、宮平地

内、照屋地内、山川地内の整備を行いました。

①順調に進行 ①・汚水事業について概ね順調に進行

しています。

①・県道や集落内での工事が多いことから

地権者、埋設物移設等の協議・調整に時間

を要する事が課題となっているので協議・

調整は時間に余裕を持って行い、工事進捗

に遅れが出ないように取り組んでいきま

す。

②公共下水道（雨水）は、土地区画整

理事業と連携を図りながら整備を行

い、さらに浸水地域について重点的

に整備を推進します。

②・雨水事業について照屋地内、大名地内の雨水幹線整備

を行いました。

①順調に進行 ②・雨水事業について概ね順調に進行

しています。

②・集落内での工事が多いことから地権者

や周辺建物の事前調査、埋設物移設等の

協議・調整に時間を要する事が課題となっ

ているので協議・調整は時間に余裕を持っ

て行い、工事進捗に遅れが出ないように取

り組んでいきます。

③今後、町内や河川上流域の近隣市

町における個別開発の進展に対し、

中長期の総合的な排水計画の必要性

について、関係自治体との連携を図

③・沖縄県総合雨水対策に基づき宅地内浸透を誘導して、

河川が氾濫しにくい対策をしています。

・開発業者、近隣市町との排水計画に関する事前調整を行

いました。

①順調に進行 ③・沖縄県総合雨水対策に基づき宅地

内浸透を誘導して、河川が氾濫しにく

い個別の対策ができました。

・雨水排水計画について開発業者や近

③･引き続き、沖縄県総合雨水対策に基づ

き宅地内浸透を誘導して、河川が氾濫しに

くい対策を推進していきます。

・近隣市において排水路拡幅工事の計画が
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まちづくり

目標
節 施策の展開 施策の展開に紐付く細事業 担当課

KPI

【Do】事業の実績・取組状況

【Check】評価・取組の検証
【Action】

KPI・取組についての課題及び今後の取組指標名
参考値

（R2）

最新値

（R5）

目標値

（R8）

集計用

達成度
評価 取組の検証

ります。 隣市町と事前調整を行い雨水流出抑

制について共通認識を持ち連携を図る

事ができました。

あるため、慎重に協議を重ね雨水流出の抑

制に努めます。

④下水道（汚水）が整備された区域内

の各事業所・家庭からの汚水処理に

ついては、下水道への接続促進に取

り組みます。

④・工事完了後に供用開始の手続きを行い下水道(汚水)

への接続率向上に向けて取組んでいます。

①順調に進行 ④・下水道(汚水）接続について広報誌

での周知、下水道体験学習を開催し普

及活動に取組んでいます。

④・下水道(汚水）の未接続世帯には経済的

事情等の理由により接続に前向きでない

世帯が混在しているので、下水道(汚水)接

続のメリットや接続補助及び貸付金(無利

子)制度等の周知に取り組んでいきます。

⑤地域特性を考慮し、合併浄化槽の

設置、浄化槽の適切な維持管理の取

組を推進します。

⑤・浄化槽許可業者（２社）からの月報に基づき、適切な維

持管理の取組みを実施しています。

・合併浄化槽設置補助金について広報等を通して周知を

行いました。

①順調に進行 ⑤・定期的に浄化槽許可業者から月報

業務と町民から浄化槽設置の問い合わ

せがあるため、関係部署と連携を図っ

ています。

・令和４年は申請１件、令和５年度は問

い合わせはありましたが申請がありま

せんでした。

⑤・今後も許可業者と状況に応じて連携を

図っていきます。

・合併浄化槽設置補助金申請件数が少ない

ため引き続き広報等で周知を行います。

３
節

利
便
性
の
よ
い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

（1）広域交通官軸

と連携した町内道

路交通ネットワーク

の整備

①広域幹線道路と生活幹線道路との

効果的な結節による生活の利便性の

向上を図ります。幹線道路の機能と

地域・集落内道路を分け、地域内は歩

行者、自転車等の多様な利用者が安

全・安心して共存できる道路空間の

形成を図ります。

総務課・まちづく

り振興課

町道改良率（改

良済延長/総延

長）

69.6% 69.6% 72% 96.7％ ①・南風原町交通基本計画及び南風原町総合交通戦略を

策定し、生活道路の安全性を向上させるための根拠づくり

を行いました。また、生活道路安全対策協議会を立ち上

げ、津嘉山小学校、北丘小学校地区の安全対策を検討しま

した。

①順調に進行 ①･南風原町交通基本計画及び南風原

町総合交通戦略を策定したことによ

り、今後の事業展開が行いやすくなり

ました。また、生活道路安全対策協議

会を立ち上げ、津嘉山小学校、北丘小

学校地区の安全対策を検討できまし

た。

①･引き続き、生活道路の安全性を確保す

るために、様々な検討を行ない、事業化で

きるよう取り組んでいきます。

②交通事故の多発する危険箇所、通

学路の安全確保については、町民と

ともに情報把握に努め、関係機関と

連携し、危険除去に向けた取組を図

ります。

②・関係機関と連携し、現場確認の上与那原警察署へ要請

を行い危険除去に向け取り組みました。

・南風原町交通基本計画及び南風原町総合交通戦略を策

定し、生活道路の安全性を向上させるための根拠づくりを

行いました。また、生活道路安全対策協議会を立ち上げ、

津嘉山小学校、北丘小学校地区の安全対策を検討しまし

た。

②一部進行 ②・与那原警察署へ要請を行いました

が、危険除去に至っていない部分があ

ります。

・南風原町交通基本計画及び南風原町

総合交通戦略に基づいた事業展開が

できるようになりました。また、生活道

路安全対策協議会を立ち上げ、津嘉山

小学校、北丘小学校地区の安全対策を

検討できました。

②・引き続き関係機関と連携し、与那原警

察署との調整・要請を行うとともに、危険

箇所への「交通安全表示」の設置等に取り

組んでいきます。

・引き続き、生活道路の安全性を確保する

ために、様々な検討を行ない、危険除去に

取り組みます。

③自動車交通のみならず、自転車道

などスポーツレクリエーションの面か

らの道路整備のあり方についても検

討します。

③事業実績なし ③未実施（検討

中、業務無し

等）

③事業実績なし ③事業実績なし

④道路整備による利便性の向上を周

辺まちづくりへ波及させるための調

査・研究に取り組みます。

④事業実績なし ③未実施（検討

中、業務無し

等）

④事業実績なし ④事業実績なし

（2）公共交通の利

便性の向上

①高齢社会への対応、観光客の利用

促進、効率的なまちづくりなど、利用

者ニーズに応じた利便性の高い公共

交通ネットワークの構築を図ります。

また、公共交通ネットワークの構築に

あたっては、新技術の導入について

検討します。

まちづくり振興

課

- - - - - ①・南風原町交通基本計画及び南風原町総合交通戦略を

策定し、地域公共交通の利便性を向上させるための根拠

づくりを行いました。また、新しい公共交通システムの導入

に向けて検討しました。

①順調に進行 ①・南風原町交通基本計画及び南風原

町総合交通戦略を策定し、地域公共交

通の利便性を向上させるための根拠づ

くりを行いました。また、新しい公共交

通システムの導入に向けて検討するこ

とができました。

①･引き続き、町にあった公共交通システ

ムの導入に向けて検討していきます。

②町内の路線バスのあり方について

は、当該事業所との連携を図り、バス

停の位置、路線ルートなど、最善の運

行形態のあり方について検討します。

また、地域公共交通のあり方につい

て検討します。

②・沖縄県地域公共交通協議会及び南部市町村連携交通

会議へ参加し、既存及び新設の公共交通のあり方につい

て議論しました。

①順調に進行 ②・沖縄県地域公共交通協議会及び南

部市町村連携交通会議へ参加し、既存

及び新設の公共交通のあり方について

議論できました。

②･引き続き、沖縄県地域公共交通協議会

及び南部市町村連携交通会議へ参加し、既

存及び新設の公共交通のあり方について

議論していきます。

③LRT等の広域的な連携を必要とす

る公共交通のあり方については、県

や近隣市町との連携を図り検討しま

す。

③・沖縄県地域公共交通協議会及び南部市町村連携交通

会議へ参加し、既存及び新設の公共交通のあり方につい

て議論しました。

①順調に進行 ③・沖縄県地域公共交通協議会及び南

部市町村連携交通会議へ参加し、既存

及び新設の公共交通のあり方について

議論できました。

③･引き続き、沖縄県地域公共交通協議会

及び南部市町村連携交通会議へ参加し、既

存及び新設の公共交通のあり方について

議論していきます。

（3）公共施設等の

ユニバーサルデザ

インの推進

①歩道等公的空間や公共施設のバリ

アフリーやユニバーサルデザインを推

進します。

まちづくり振興

課・都市整備課

歩道拡幅や公的

施設のバリアフ

リーへの取組へ

の町民満足度

25% - 33% - ①・南風原町都市計画マスタープランに基づき、バリアフリ

ーやユニバーサルデザインを推進して福祉のまちづくりに

取り組みました。

・津嘉山公園では、バリアフリーとユニバーサルデザインの

導入を進め、都市公園の移動等円滑化整備ガイドラインに

従って、すべての人が快適に利用できるように取り組んで

います。

①順調に進行 ①・南風原町都市計画マスタープラン

に基づき、バリアフリーやユニバーサル

デザインを推進して福祉のまちづくり

に取り組むことができました。

・津嘉山公園では、誰もが利用しやすい

環境づくりを実施しました。

①･引き続き、南風原町都市計画マスター

プランに基づき、バリアフリーやユニバー

サルデザインを推進して福祉のまちづくり

に取り組んでいきます。

・既存の施設をバリアフリーやユニバーサ

ルデザイン化するには、大規模な改修が必

要となることが課題となっています。

②通学路等の歩行者優先の道路整備

については、保護者や周辺地域住民

との協働による実態調査なども踏ま

え、沿道の景観づくりや防犯面など、

②・南風原町交通基本計画及び南風原町総合交通戦略を

策定し、生活道路の安全性を向上させるための根拠づくり

を行いました。また、生活道路安全対策協議会を立ち上

げ、津嘉山小学校、北丘小学校地区の安全対策を検討しま

①順調に進行 ②・南風原町交通基本計画及び南風原

町総合交通戦略、に基づいた事業展開

ができるようになりました。また、生活

道路安全対策協議会を立ち上げ、津嘉

②･引き続き、生活道路の安全性を確保す

るために、様々な検討を行ない、事業化で

きるよう進めていきます。

・引き続き、南風原町総合交通戦略に基づ
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まちづくり

目標
節 施策の展開 施策の展開に紐付く細事業 担当課

KPI

【Do】事業の実績・取組状況

【Check】評価・取組の検証
【Action】

KPI・取組についての課題及び今後の取組指標名
参考値

（R2）

最新値

（R5）

目標値

（R8）

集計用

達成度
評価 取組の検証

安全・安心で快適な歩行が可能とな

る環境整備を推進します。

した。

・町道５路線において防護柵やグリーンベルト等の整備を

行いました。

山小学校、北丘小学校地区の安全対策

を検討することができました。

・町道５路線において安全、安心な環境

整備を実施できました。

き安全、安心な環境整備に取り組みます。

６

環
境
と
共
生
す
る
美
し
く
住
み
よ
い
ま
ち
（環
境
）

１
節

環
境
へ
の
取
り
組
み

（1）ごみの減量化

に向けた取組の推

進

①５Ｒ活動をはじめとする、ごみの減

量化・リサイクル・ごみ分別の徹底な

どの啓発活動を推進するとともに、

ごみの資源化率を向上させるための

取組を行います。

住民環境課 ごみ減量化 一

人一日あたりご

み排出量（事業

系・資源ごみを

除く）

440ｇ 409ｇ 415ｇ 98.6％ ①・５Ｒ活動の啓発活動の一環として、資源ごみ集団回収

やフリーマーケットを開催しました。

①順調に進行 ①・フリーマーケットの開催により、リサ

イクルの啓発につながりました。

①・引き続き５R活動の意識高揚を高めて

いくための事業の実施や、ごみ減量につな

がる広報活動に取り組みます。

②事業所へのごみの分別及び減量

化、資源化に関する指導に努めます。

②・事業所向けに町ホームページで適正な処理方法の周知

広報を行いました。

①順調に進行 ②・事業所向けに適正な処理方法の周

知が図られました。

②・継続して周知広報を実施しながら、状

況に応じて事業所に指導などを行います。

③小中学校の児童・生徒をはじめ、広

く町民全体に対してごみの減量化や

食品ロスに関する環境学習を推進し

ます。

③・SDGs に関連して授業で環境問題や給食残量調査等

を行いました。

①順調に進行 ③・環境についての学習等について推

進することができました。

③・継続して環境学習に取り組んで行きま

す。

④小中学校をはじめ、公共施設にお

けるごみの減量化、資源化への取組

を推進します。

④・はえばるエコセンター主催講座やエコセンター職員によ

る出前講座を行いました。

・紙の再利用やペーパーレス化、古紙等の回収を行いまし

た。

①順調に進行 ④・出前講座の実施により、ごみの減量

化、資源化への意識啓発につながりま

した。

④・環境学習講座等の開催を広く町民へ周

知できるよう取り組んでいきます。

（2）行政・町民等と

の連携による循環

型社会の構築

①「循環型社会」の構築は、町民・事業

者・行政の協働により推進します。

住民環境課 - - - - - ①・家庭からでる資源ごみの分別や、集団回収、フリーマー

ケット等の開催を通して５R活動の意識を高めました。

①順調に進行 ①・家庭からでる資源ごみの分別、町

内少年野球チームなどの団体の資源ご

み集団回収、コロナ禍で開催できなか

ったフリーマーケットの開催を通してリ

サイクルの活動を町民に広く周知でき

ました。

①・今後も様々なイベントを通してリサイク

ル活動の機運を高めながら、新たな視点で

の取り組みを模索して循環構築へ継続して

取り組みます。

（3）公害及び環境

衛生等の対策

①悪臭、騒音などの公害対策につい

ては、定期的な観測と原因追及によ

る対策を実施し、改善に向けた指導

に努めます。

住民環境課 - - - - - ①・野焼き・工事等による騒音の相談など速やかな対応と

課題解決に向けた取り組みを行いました。

①順調に進行 ①・野焼きや工事等の騒音相談につい

て、関係部署からの連絡をもとに現場

確認と対応を行い、課題解決に向け取

り組むことができました。

①・職員の安全確保の観点から２名体制で

現場対応を行うことを基本としています

が、１人で対応することもあるなど職員の

体制づくりが課題となっています。

②野犬、ハブ、害虫等の対策について

は、適宜捕獲、駆除等の対策に努めま

す。

②・野犬捕獲をはじめ住民からの情報をもとに速やかな現

場対応と課題解決に向けた取り組みを行いました。

①順調に進行 ②・野犬捕獲をはじめ、関係部署と連

携し早期の課題解決に向け取り組むこ

とができました。

②・職員の安全確保の観点から２名体制で

現場対応を行うことを基本としています

が、１人で対応することもあるなど職員の

体制づくりの整備の充実が課題となってい

ます。

③不法投棄の防止については、関係

機関と連携した広報活動、巡回パトロ

ールなど防止活動を強化します。

③・町道や桁下道路等への不法投棄の解決に向け現場対

応を行いながら、関係機関と協力し防止活動に取り組みま

した。

①順調に進行 ③・町道や桁下道路等への不法投棄解

決に向け、関係機関と連携し防止活動

に取り組むことができました。

③・職員体制がとれていないため、定期的

な巡回パトロールが実施できておらず、実

施に向けた職員体制づくりの整備が課題

となっています。

（4）環境保全の啓

発と活動の推進

①環境保全に関する環境学習の開催

や情報提供、イベント開催など、多様

な手法による啓発活動の推進を図り

ます。

住民環境課 環境学習の開催

数

37回 51回 53回 96.2％ ①・はえばるエコセンターによる各種環境学習講座を開催

しました。

①順調に進行 ①・堆肥づくりはじめとしたリサイクル

活動など、様々な年齢層に向けた各種

環境学習講座を開催し、啓発活動に取

り組むことができました。

①・はえばるエコセンターと協力体制強化

をどう図っていくか、環境保全の普及・啓

発に向けた情報発信、各種環境学習講座の

開催等など、様々な年代に興味を持っても

らえるよう取り組んでいきます。

②各町立学校との連携を密にして、

省エネルギー対策活動（フィフティ・フ

ィフティ等）の推進を図ります。

②・事業実績なし。 ③未実施（検討

中、業務無し

等）

②・実施にあたり関係部署と調整がで

きず取り組みができませんでした。

・省エネルギー対策活動を行うことが

できました。

②・具体的な取り組みの検討や関係部署と

どう連携を図り、班内業務と並行しながら

実施できるか調査していきます。

・引き続き省エネルギー対策活動を実施し

ていきます。

③家庭や事業所で実践できる環境保

全の取組や各種環境情報、ＳＤＧｓ勉

強会等の情報の提供に努めます。

③・はえばるエコセンターの環境学習講座を町広報誌・ホ

ームページ等に掲載し情報発信を行いました。

①順調に進行 ③・様々な媒体をとおして町民向けに

情報発信をすることができました。

③・住民ニーズと時代にあった環境学習講

座等の開催を広く町民へ周知できるよう

取り組んでいきます。

行
財
政
計
画

１
節

効
率
的
で
健
全
な
行
財
政
運
営

（1）効率的な行政

運営の推進

①ＰＤＣＡサイクル（計画⇒実効⇒評

価⇒改善）に基づいた事業の実施を

推進し、総合計画の施策の実効性を

確保します。

総務課・企画財

政課・住民環境

課・税務課・会計

課・産業振興課・

保健福祉課・ま

ちづくり振興課・

都市整備課

行政サービスに

満足している人

の割合

59.6% - 71.4% - ①・総合計画のＰＤＣＡサイクルが確認できるような評価シ

ートを作成し、各課が実績を入力することで進捗状況を再

確認できるよう取り組みました。

・第五次総合計画に則した、第３次地域福祉推進計画を上

位計画とし、第 10 次高齢者保健福祉計画、第６次障がい

者計画等を策定し、それぞれＰＤＣＡサイクルにより事業を

実施しています。

①順調に進行 ①・評価シートなどでＰＤＣＡサイクルが

確認できるようにしたことで、事業を

進める際に意識しながら取り組めるよ

うになっています。

・令和５年度に第10次南風原町高齢者

保健福祉計画及び第６次南風原町障が

い者計画等を、外部委員による委員会

にて、全計画の評価等も実施のうえ策

定しました。

①・評価シートの作成によりＰＤＣＡサイク

ルが確認できるようにしていますが、評

価・検証により課題の改善につながるよ

う、事業に取り組みます。

・各業務についてもＰＤＣＡサイクルを実施

できるよう取り組みます。

・計画の策定員より、障がい者や高齢者な

ど当事者が理解しやすいよう計画書のダイ

ジェスト版などを作れないかと要望があっ

たため、計画書の構成や費用対効果を含め

た検討が必要となっています。

②効率的な行政運営や町民サービス

の向上を図るため、民間活用の適切

な推進と良質な公共サービスの提供

を図ります。

②・住基マイナンバー制度の開始により、住民基本台帳カ

ードからの切り替えや、顔写真付きの身分証明書としての

機能等の周知をはじめ、個人番号カードの保有と普及推進

を図りました。

①順調に進行 ②・住基 住民票や戸籍等の手続きの簡

素,社会保障給付の申請手続き等で、課

税証明書、住民票の写し等の添付書類

が不要となり書類取得の手間が省けま

②・住基 個人番号カードの利便性につい

て、今後は全庁的な取組の中で検討して行

くことが必要であると考えています。

・今後も納税通知書等の印刷・封入・封緘業
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まちづくり

目標
節 施策の展開 施策の展開に紐付く細事業 担当課

KPI

【Do】事業の実績・取組状況

【Check】評価・取組の検証
【Action】

KPI・取組についての課題及び今後の取組指標名
参考値

（R2）

最新値

（R5）

目標値

（R8）

集計用

達成度
評価 取組の検証

・納税通知書等の印刷・封入・封緘業務について業務委託

を実施しました。

・公金取扱いの効率的運営と安全を図るうえから、民間の

金融機関を指定して公金の収支事務を実施しています。

・高齢者、障がい者それぞれの班において、社会福祉法人

等専門の事業者へ業務を委託し、福祉サービスを提供して

います。

・民間活力の活用を目的とした、「ＰＰＰ／ＰＦＩ導入検討委

員会設置要綱」の策定に向けて調査しました。また、民間活

力の活用に関する職員研修を行い職員のスキルアップを

図りました。

・（仮称）南風原町民体育館の事業においてＰＦＩ導入可能

性調査を実施しました。

した。

・業務委託により時間・費用・正確性に

おいて効率的に事業を実施しました。

・民間の金融機関（銀行）が、公金の収

納や支払事務を行うことにより、公金

取扱いの効率的運営と安全が図られて

います。

・介護予防事業ではスポーツジムに運

動機能向上事業を委託したり、障害者

相談支援事業を町社協へ委託するなど

民間活用によりサービス提供を行って

います。

・ＰＰＰ／ＰＦＩの活用については、１件の

検討にとどまっています。

・（仮称）南風原町民体育館の事業実施

においてＰＦＩ導入は適切である結果と

なりました。

務について業務委託を活用していきます。

・今後もより良い指定金融機関の指定方法

等について、調査・研究に努めてまいりま

す。

・委託先と連携を図りながら、より良い高

齢者及び障がい者支援を実施していきま

す。

・今後もＰＰＰ／ＰＦＩの導入に限らず、町民

サービス向上の観点から民間活力の活用

について検討します。

・他自治体や先進事例について調査、研究

し、効率的な行政運営や町民サービスの向

上に取り組んでいきます。

③社会情勢の変化や多様な町民ニー

ズ、新たな行政課題等に柔軟に対応

できるよう、組織の改編や行政機構

の見直しを行います。

各種証明書コン

ビニエンスストア

利用率

14.3% 27.2% 32% 85％ ③・多様化する町民ニーズや新たな行政課題等に対応する

ため、令和４年度に組織の見直しを行い、令和５年度から

一部実施しています。

②一部進行 ③・組織の見直しにより更なる町民サ

ービス向上につながっています。

③・今後も社会情勢の変化に応じて組織の

見直しを行います。

④自治体ＤＸを推進し、住民票や戸籍

などの各種手続きの簡素化等を図る

など、効率的な行政運営を図ります。

④・住民票や戸籍などのコンビニ交付サービスをはじめ、

各種行政手続きのオンライン化に取り組みました。また、住

民票や戸籍などのコンビニ交付サービスについて、

Youtube を活用しで周知に取り組みました。

・まちメールについて、Ｌｏｇｏフォームを活用したことで、

町民が入力しやすくなりました。

・オンラインによる申請受付を開始し、オンラインによる転

出（転居）令和４：47 件 令和５：130 件 パスポート電子

申請令和５：18件の実績がありました。

・町民サービスの向上を図るため、指定金融機関の派出所

窓口へＰＯＳレジを導入しました。

・障がい者福祉の窓口での申請についてタブレット活用の

検討を進めているます。また、ペアレントプログラム及びち

ゃーがんじゅう元気プロジェクトの申込みＬｏｇｏフォームで

行えるようにしました。

・道路占用、法定外公共物及び道路施行承認の申請につい

て、電子申請出来る環境を整備しました。

・効率的な行政運営を図るため各種口座振替業務の振替

データ媒体の見直しを行い、FD 持参からデータ伝送方式

へ移行しました。

①順調に進行 ④・マイナポータル等を活用した行政手

続きのオンライン化は順調に取り組め

ています。

・Ｌｏｇｏフォームの活用により、意見提

案をしやすい環境になりました。

・住民サービス向上を図りながら、窓口

混雑解消を図りました。

・指定金融機関の派出所窓口へＰＯＳレ

ジを導入することによって、町民が各

種税等を納付する際の待ち時間軽減に

つながりました。

・申請に係る手続きを可能な限り電子

申請で行えるよう、さらなる取り組み

が必要となっています。

・各種口座振替業務の振替データを

FD 持参からデータ伝送方式へ移行す

ることによって、各担当の業務削減に

つながりました。

④・コンビニ交付サービスは町民への周知

不足が課題となっていますが、今後も行政

手続きのオンライン化の拡充と、コンビニ

交付サービスの周知に取り組みます。

・今後も各種手続きについて、住民が利用

しやすい環境となるよう取り組んでいきま

す。

・今後も継続して取り組みながら、更なるオ

ンライン申請が可能な業務の開拓を図り住

民サービスの向上を図ります。

・他自治体や先進事例について調査・研究

し、申請者が来庁せずに申請できるなど、

簡素化や効率的に手続きを行えるよう取り

組みます。

（2）健全な財政運

営の推進

①総合計画の実施計画に基づき、予

算の計画的かつ厳正な予算編成・執

行に努めます。

企画財政課・住

民環境課・税務

課・まちづくり振

興課・都市整備

課

- - - - - ①・予算編成においては、実施計画の査定内容も確認しな

がら編成を行いました。

①順調に進行 ①・実施計画に計上のない事業提案に

ついては、緊急性や重要度を勘案し予

算編成を行いました。

①・大きな予算が伴う事業については、原

則実施計画で計上してもらうことで、持続

可能な財政運営に努めます。

②公共施設の適正な維持管理により

支出を抑制するとともに、長寿命化

計画に基づき計画的かつ効率的に整

備することで健全な財政運営を行い

ます。

②・学校施設長寿命化計画に基づいて、北丘小学校プール

の改修について、公共施設等適正管理推進事業債を活用

することで、一般財源の負担軽減につながりました。

・令和５年度に公園施設長寿命化計画を策定しました。

①順調に進行 ②・公共施設等総合管理計画に基づい

た事業を実施できた一方、個別施設計

画（長寿命化計画等）が未策定の施設

が複数あります。

・公園施設長寿命化計画を策定したこ

とで、長寿命化対策を含め計画的な改

築等に取り組んでいきます。

②・個別施設計画が策定されていない施設

の管理担当者に対し、計画の必要性等を示

し、策定に向けた働きかけを行います。

・今後は公園施設長寿命化計画に基づき、

計画的な維持管理及び改築に取り組んで

いきます。

③自主財源の確保をはじめ、事務経

費の削減、適正な職員配置と事務事

業の効率化などの取組を推進しま

す。

③・予算編成方針において明記するとともに、持続可能な

財政運営に取り組みました。

・窓口混雑解消が図れるよう職員配置や業務見直しを定期

的に実施しました。

・課税客体の調査及び申告勧奨により適正課税と自主財

源の確保に努めました。

・現場調査等による公平・公正な課税と自主財源の確保に

努めました。

・徴収率向上のため、納付相談の強化及び口座振替の推

進、納付手段の拡充に取り組みました。

・経費の削減を意識し、また効率的な事務執行に努めまし

た。

①順調に進行 ③・ふるさと納税の増に取り組み、自主

財源の確保につながりました。

・限られた人員の中で円滑な事務執行

の取組と、様々な視点で効率化を図れ

るか検証し改善に取り組みました。

・課税客体調査の実施により未申告者

及び未申告所得を把握し、公正・公平

な課税につなげることができました。

・毎月の現場調査及び課税資料の確認

により課税漏れの調査を実施し、適正

課税につなげることができました。

・口座振替ペイジーを導入することで、

口座振替の推進を図りました。

・徴収率99.5%を達成し、税負担の公

平性につなげることができました。

③・ふるさと納税等の自主財源の確保に取

り組みます。

・新たな調査方法等を模索しながら、課税

客体調査を継続して実施していきます。

・制度改正や新たな税目について、町民へ

のわかりやすい説明・周知に努めます。

・毎月の現場調査の継続実施により、課税

漏れの調査を行います。

・すべての税目において電子納税が可能と

なるよう取り組んでいきます。

・高い徴収率を維持・向上させるため、これ

までの取組を継続して実施しながら、困難

案件の解決に向けて取り組みます。

・引き続き、効率的な事務執行に努めてい

きます。
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まちづくり

目標
節 施策の展開 施策の展開に紐付く細事業 担当課

KPI

【Do】事業の実績・取組状況

【Check】評価・取組の検証
【Action】

KPI・取組についての課題及び今後の取組指標名
参考値

（R2）

最新値

（R5）

目標値

（R8）

集計用

達成度
評価 取組の検証

・効率的な事務執行に努めることがで

きました。

・経費の削減や効率的な事務執行に取

り組むことができました。

・引き続き、経費の削減及び効率的な事務

執行に取り組みます。

（3）広域行政の推

進

①ごみ処理や消防など多様な広域行

政の連携を推進するとともに、共通

する地域課題の広域的な取組に努め

ます。

住民環境課・保

健福祉課

- - - - - ①・産業廃棄物に係る立入検査等の実施に関する併任職

員として県と連携を図りました。

・在宅医療・介護連携推進事業は、南部地区市町合同で、南

部地区医師会へ事業を委託しています。高齢者が住み慣

れた地域で自分らしい暮らしを継続するため、医療と介護

の連携を進め、課題検討や出前講座、情報収集及び発信を

行っています。

①順調に進行 ①・南部保健所職員と合同で立入検査

等を行い連携を図りました。

①・今後も広域連携で推進した方が効果的

な事業がないか調査します。

・毎年実施される立入検査をはじめ、県道

や産業廃棄物の不法投棄問題解決に向け

連携を密に行い、協力体制のもと取り組ん

でいきます。

②市町村間の連携だけでは対応が難

しい課題については、国や県等との

広域連携を行うなど、課題解決に努

めます。

②・那覇市と合同で行う公害パトロールなど連携を図り問

題解決に取り組みました。

・H26 年度から南部地区の手話通訳者設置市町と合同

で、手話奉仕員養成講座受講修了生に対して合同で学習

会を開催しています。また上記とは別で南城市と合同で手

話奉仕員養成事業を実施しています。

・在宅医療・介護連携推進事業は、南部地区市町合同で南

部地区医師会へ事業を委託しています。高齢者が住み慣

れた地域で自分らしい暮らしを継続するため、医療と介護

の連携を進め、課題検討や出前講座、情報収集及び発信を

行っています。

①順調に進行 ②・年間６回の公害パトロールなどの実

施で連携を図りました。

・在宅医療・介護連携推進事業では定

期的に課題解決に向けた協議会を開催

しました。令和５.11.25 には本町で住

民向け公開講座を開催し、64 名の参

加がありました。手話奉仕員養成講座

受講修了生への学習会に令和４は 11

名、令和５は27名、手話奉仕員養成講

座に令和４は８名、令和５は６名の参加

がありました。

②・今後も広域連携で推進した方が効果的

な事業がないか調査します。

・年間６回の公害パトロール以外でも、問題

が発生した際には関係機関と連携を行い、

協力体制のもと取り組んでいきます。

・在宅医療・介護連携推進事業は引き続き

南部地区市町及び南部地区医師会と連携

し、超高齢化社会の課題解決に向けた取り

組みを推進していきます。

・奉仕員が公的派遣できる通訳となるため

には、県の手話通訳者養成講座を受講する

と共に、民間機関「手話通訳者全国統一試

験」の合格が必要であることから、手話通

訳者まで育成するには本人の努力と、長期

間の支援が必要となっています。手話通訳

者でもある講師は多忙で、依頼を受けたく

ても受けることが難しい場面もあり、引き

続き他市町と連携して事業の継続を図る

必要があります。

（4）職員の人材育

成

①「南風原町職員人材育成基本方針」

に基づき、職員の資質、専門性を高め

る研修や人事評価の充実を図り、

様々な地域・行政課題について町民

と向き合い施策づくりを担う人材育

成に努めます。

総務課・住民環

境課・会計課

保健福祉課・ま

ちづくり振興課

都市整備課

- - - - - ①・全職員研修として、令和４年度は人事評価研修、令和５

年度はＤＸ研修等を実施したほか、市町村職員研修センタ

ーや市町村アカデミーで実施している様々な研修を紹介

し、参加することで職員の資質向上に取り組みました。

・職員の資質向上を図るため庁舎内外の各種研修会に積

極的に職員を派遣し、課内全体に情報共有することで組織

力の強化を図りました。

・職員一人一人が業務についての調査・研究に努め、その

知識を深めるよう取り組んでいます。

・沖縄県や福祉関係機関が主催する研修会へ適宜職員を

参加させています。

・経済建設部を中心にまちづくり講座を開催し、過年度や

現年度に発注を行った業務を職員へ発表（OJT）し、実務

を通して知識やスキルを身につけ、職員の質の向上を図り

ました。

①順調に進行 ①・令和４年度は 47人、令和５年度は

35 人の職員が研修に参加し、資質向

上に努めています。

・研修に参加した内容を課･班内に持ち

帰り、参加できなかった職員にも共有

することで組織力の強化につなげまし

た。

・職員一人一人が業務についての調

査・研究に努め、その知識を深めるよう

取り組みました。

・沖縄県や福祉関係機関、自治研修所

等への研修に職員を派遣により資質向

上につながりました。

・経済建設部を中心に職員の質の向上

のためまちづくり講座を開催し、職員

として必要なスキルを全体に共有する

ことで、人材育成を図ることができま

した。

・まちづくり講座を行うことで、資料作

成や発表する技術を磨くことができ、

担当課以外の事業内容や課題を共有

することができました。

・外部での研修に参加することで他自

治体や先進事例の知識を得ることがで

きました。

①・各職員が希望する業務等の把握に努

め、有効な研修の周知を図ることで、積極

的に研修に参加するする職員が増えるよう

取り組んでいきます。

・参加する職員に偏りがでないよう調整を

行いながら、今後も継続して各種研修会へ

職員全員が参加できるよう体制を整えて

いきます。

・課内においても、職員の資質向上を図る

ため相互に切磋琢磨し研鑽を積むと共に、

弛まない調査、研究に邁進していく職員の

人材育成に努め、課員一丸となってチーム

ワークで組織力を強化して町益を最優先に

し更なる町民サービスの向上に取り組んで

参ります。

・福祉制度は改正も多いため、適宜職員を

研修へ派遣し、自治研修所等の研修にも引

き続き職員へ参加を促します。

・引き続きまちづくり講座を開催し、業務を

発表しあうことにより職員の能力を向上さ

せ、人材育成を図っていきます。

・引き続きさまざまな研修に参加し、有益

な情報を収集することで、職員の能力を向

上させていき、人材育成を図っていきま

す。


